
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
だい

６期
き

京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

第
だい

２期
き

京都府
きょうとふ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
れ い

和
わ

３ 年
ね ん

３ 月
がつ

 

京 都 府
き ょ う と ふ

 



 

 

目
もく

     次
じ

 

 

第
だい

１章
しょう

 基本
きほん

理念
りねん

等
とう

 

  １ 目的
もくてき

及
およ

び趣旨
しゅし
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きほん

理念
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けいかく

策定
さくてい

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

  ４ 区域
くいき

の設定
せってい
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  ５ 計画
けいかく

期間
きかん
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第
だい

２章
しょう

 サービス見込量
みこみりょう

及
およ

び計画的
けいかくてき

な基盤
きばん

整備
せいび

 

  １ サービス見込量
みこみりょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 ２ サービス基盤
きばん

の整備
せいび

に向
む

けた基本
きほん

計画
けいかく

における施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

・・・・・・・・・・・・・17 

  ３ 圏域
けんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

での課題
かだい

整理
せいり

等
とう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

  ４ 圏域
けんいき

の課題
かだい

等
とう

を受
う

けての施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

  

第
だい

３章
しょう

 各年度
かくねんど

の障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及
およ

び障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

の必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

・・・・・・・36 

 

第
だい

４章
しょう

 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の実施
じっし

  

 １ 専門性
せんもんせい

の高
たか

い相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

 ２ 意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

を行
おこな

う者
もの

の養成
ようせい

・派遣
はけん

等
とう

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

 ３ 広域的
こういきてき

な支援
しえん

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

 ４ サービス・相談
そうだん

支援者
しえんしゃ

・指導者
しどうしゃ

育成
いくせい

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

 ５ 任意
にんい

事業
じぎょう

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

等
とう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

 



 

 

第
だい

５章
しょう

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の人材
じんざい

確保
かくほ

及
およ

びサービスの質
しつ

の向上
こうじょう

の取組
とりくみ

 

１ 人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

 ２ サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

等
とう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39 

 

第
だい

６章
しょう
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けいかく
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たっせい

状 況
じょうきょう

の点検
てんけん

及
およ

び評価
ひょうか

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 

 

第
だい

７章
しょう

 計画
けいかく

の成果
せいか

目標
もくひょう

の設定
せってい

 

  １ 福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 

  ２ 精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

・・・・・・・・・・・・・・・・40 

  ３ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41 

４ 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41 

５ 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

等
とう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41 

６ 京都府
きょうとふ

の取組
とりくみ

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42 
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さんこう
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しりょう
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び国
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ししん
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第
だい

１章
しょう

 基本
きほん

理念
りねん

等
とう

 

 

１ 目
もく

的
てき

及
およ

び趣
しゅ

旨
し

 

本計画
ほんけいかく

は、障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

（以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

」といいます。）及
およ

び児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に定
さだ

めるサービス等
とう

の必要量
ひつようりょう

を的確
てきかく

に見
み

込
こ

むとともに、その提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

のための方策
ほうさく

を定
さだ

め、サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の計画的
けいかくてき

な整備
せいび

を図
はか

り、円滑
えんかつ

な制度
せいど

の実施
じっし

を確保
かくほ

するものであり、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づき障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

の基本
きほん

方針
ほうしん

として策定
さくてい

した「京
きょう

都府
と ふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

（令和
れいわ

２年
ねん

３月
がつ

策定
さくてい

）」（以下
い か

「基本
きほん

計画
けいかく

」とい

います。）の実施
じっし

計画
けいかく

として位置
い ち

づけるものです。 

また、各市町村
かくしちょうそん

のサービス見込量
みこみりょう

や目標値
もくひょうち

及
およ

び各圏域
かくけんいき

からの課題
かだい

を参考
さんこう

に策定
さくてい

している

計画
けいかく

となっていることから、各市町村
かくしちょうそん

においては、本計画
ほんけいかく

を参考
さんこう

にした上
うえ

で、実施
じっし

されること

を想定
そうてい

しているものです。 

 

２ 基本
きほん

理念
りねん

 

障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

することができるよう、次
つぎ

の社会
しゃかい

を目
め

指
ざ

します。 

① 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ちいき

の担
にな

い手
て

となり、地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせる社会
しゃかい

 

② 希望
きぼう

に添
そ

って働
はたら

き続
つづ

けることができる社会
しゃかい

 

③ 生涯
しょうがい

を通
つう

じて学
まな

び続
つづ

けられるとともに、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

やスポーツなどの分野
ぶんや

で一人
ひとり

ひとりの

特性
とくせい

を活
い

かして活躍
かつやく

できる社会
しゃかい

 

 

３ 計画
けいかく

策定
さくてい

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

国
くに

基本
きほん

指針
ししん

を踏
ふ

まえ、各市町村
かくしちょうそん

が策定
さくてい

する市町村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

に定
さだ

める数値
すうち

目標
もくひょう

及
およ

びサ

ービス等
とう

見込量
みこみりょう

を基
もと

に府
ふ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

及
およ

び府
ふ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

を策定
さくてい

します。 
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また、本府
ほんぷ

においては、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づき、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

及
およ

び各種
かくしゅ

障害
しょうがい

のある当事者
とうじしゃ

等
とう

から構成
こうせい

されている「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づく「京都
きょうと

府
ふ

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」を兼
か

ねる。）」を設置
せっち

しており、本計画
ほんけいかく

の策定
さくてい

に当
あ

たっ

ては、この京都
きょうと

府
ふ

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

の意見
いけん

を聴
き

くこととし、本計画
ほんけいかく

に反映
はんえい

させています。 

なお、本計画
ほんけいかく

は、障害
しょうがい

のある府民
ふみん

の方
かた

へのアンケートやパブリックコメントを行
おこな

った上
うえ

で、      

  いただいた御意見
ご い け ん

を参考
さんこう

に策定
さくてい

しております。 

  



- 3 - 

 

４ 区域
くいき

の設定
せってい

 

指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス又
また

は指定
してい

相談
そうだん

支援
しえん

等
とう

の種類
しゅるい

ごとの量
りょう

の見
み

込
こ

みを定
さだ

める単位
たんい

となる

区域
くいき

を設定
せってい

します。 

区域
くいき

の設定
せってい

に当
あ

たっては、保健
ほけん

・医療
いりょう

施策
せさく

及
およ

び高齢者
こうれいしゃ

施策
せさく

との連携
れんけい

を図
はか

るため、基本
きほん

計画
けいかく

と

同
どう

様
よう

に障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

（６圏域
けんいき

）を基本
きほん

にサービス提供
ていきょう

基盤
きばん

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

<障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 計画
けいかく

期間
きかん

 

令和
れいわ

３年
ねん

度
ど

から令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

までの３年
ねん

間
かん

とします。 

 

６ 根拠
こんきょ

法令
ほうれい

 

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

第
だい

89 条
じょう

第
だい

１項
こう

 児童
じどう

福祉法
ふくしほう

第
だい

33 条
じょう

の22第
だい

１項
こう

 

 

 

 

 

 

 

 

圏域名
けんいきめい

 市 町 村 名
し ち ょ う そ ん め い

 

丹後
たんご

 宮津市
み や づ し

、京
きょう

丹後市
た ん ご し

、伊根町
いねちょう

、与謝野
よ さ の

町
ちょう

 

中丹
ちゅうたん

 福知山市
ふくちやまし

、舞鶴市
まいづるし

、綾部市
あ や べ し

 

南丹
なんたん

 亀岡市
かめおかし

、南丹
なんたん

市
し

、京
きょう

丹波町
たんばちょう

 

京都
きょうと

 

乙訓
おとくに

 

京都市
きょうとし

サブ圏
けん

域
いき

 京都市
きょうとし

 

乙
おと

訓
くに

サブ圏
けん

域
いき

 向日市
む こ う し

、長岡京市
ながおかきょうし

、大山崎町
おおやまざきちょう

 

山
やま

城北
しろきた

 

宇治市
う じ し

、城陽市
じょうようし

、八幡市
や わ た し

、京
きょう

田辺市
た な べ し

、久御山町
くみやまちょう

、井手町
いでちょう

、 

宇治田原町
うじたわらちょう

 

山
やま

城南
しろみなみ

 木
き

津川市
づ が わ し

、笠置町
かさぎちょう

、和束町
わづかちょう

、精華町
せいかちょう

、南山城村
みなみやましろむら
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第
だい

２章
しょう

 サービス見込量
みこみりょう

及
およ

び計画的
けいかくてき

な基盤
きばん

整備
せいび

  

 

 １ サービス見込量
みこみりょう

 

計
けい

画期
かくき

間中
かんちゅう

（令和
れいわ

３年
ねん

度
ど

から令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

）における各年度
かくねんど

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの種類
しゅるい

ごと

に、必要
ひつよう

なサービスの見込量
みこみりょう

を定
さだ

めます。（※各年度
かくねんど

のサービス見込量
みこみりょう

は１箇
か

月
げつ

分
ぶん

の数値
すうち

） 

 

  (1) 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の体系
たいけい

 

 

①  障害
しょうがい

のある人
ひと

を対象
たいしょう

としたサービス（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

） 

 

    ○ 介 護
か い ご

給 付
き ゅ う ふ

              ①居宅
きょたく

介護
かいご

（ホームヘルプ） 

                          ②重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 ③同行
どうこう

援護
えんご

 

                          ④行動
こうどう

援護
えんご

   ⑤療養
りょうよう

介護
かいご

 

                          ⑥重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえん

 

                          ⑦短期
たんき

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

                          ⑧生活
せいかつ

介護
かいご

   ⑨施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 

 

    ○ 訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

              ①自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

                          ②就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

  

③就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

( A
えー

･ B
びー

型
がた

) 

                          ④就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

 ⑤自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

                          ⑥共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム） 

    ○ 自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

 

    ○ 補
ほ

装 具
そ う ぐ

 

     

②  障害
しょうがい

のある児童
じどう

を対象
たいしょう

としたサービス（児童
じどう

福祉法
ふくしほう

） 
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    ○ 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

             ①児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

  

②医療型
いりょうがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

                          ③放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 

                          ④保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

 

                          ⑤居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

    ○ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

            ①福祉型
ふくしがた

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

 

                          ②医療型
いりょうがた

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

 

 

   ③ 相談
そうだん

支援
しえん

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

） 

 

    ○ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 

    ○ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 

    ○ 地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

              ①地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

 ②地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

 

   ④ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

） 

 

    ○ 市町村
しちょうそん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

         相談
そうだん

支援
しえん

、意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

、移動
いどう

支援
しえん

 等
とう

 

    ○ 都道府県
とどうふけん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

        専門性
せんもんせい

の高
たか

い相談
そうだん

支援
しえん

、意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

 

等
とう

 

 

   ⑤ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

） 

 

    ○ 市町村
しちょうそん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

   

    ○ 都道府県
とどうふけん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう
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(2) サービス見込量
みこみりょう

の合計
ごうけい

  

 

サービスの種類
しゅるい

 

単位
たんい

（人分
にんぶん

） 

現状
げんじょう

 

(令和元
れいわがん

年度
ねんど

) 

サービス見込量
みこみりょう

 ①→⑤ 

増加量
ぞうかりょう

 
令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ

と

等と
う

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
た
サ
ー
ビ
ス 

訪問
ほうもん

系
けい

サービスの計
けい

 7,726 8,542 8,952 9,379 1,653 

生活
せいかつ

介護
かいご

 6,631 6,906 7,031 7,166 535 

自立
じりつ

訓練
くんれん

(機能
きのう

訓練
くんれん

) 78 89 92 94 16 

自立
じりつ

訓練
くんれん

(生活
せいかつ

訓練
くんれん

) 310 356 363 369 59 

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 621 708 754 800 179 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

(Ａ型
えーがた

) 1,391 1,596 1,687 1,779 388 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

(Ｂ型
びーがた

) 5,711 6,151 6,383 6,626 915 

療養
りょうよう

介護
かいご

 722 434 436 440 -282 

短期
たんき

入所
にゅうしょ

 1,617 1,891 1,977 2,066 449 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

 199 256 282 306 107 

自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 8 27 29 32 24 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 1,824 2,038 2,152 2,268 444 

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 2,361 2,365 2,353 2,338 -23 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
児
童

じ
ど
う

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
た
サ
ー
ビ

ス 

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 3,636 3,908 4,064 4,235 599 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 5,193 6,013 6,381 6,792 1,599 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

 69 161 172 184 115 

医療型
いりょうがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 25 119 122 126 101 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 8 48 50 51 43 

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 141 125 125 125 -16 
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相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 4,778.2 5,345.0 5,685.0 6,041.0 1,262.8 

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

 10.8 30.3 32.3 35.3 24.5 

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

 90.8 117.2 125.9 135.5 44.7 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 1,658.4 2,541.0 2,789.0 3,054.0 1,395.6 

   

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

等
とう

の定量的
ていりょうてき

な目標
もくひょう

の設定
せってい

 

利用
り よ う

ニーズを踏
ふ

まえた必要
ひつよう

な見
み

込
こ

み量
りょう

（人
にん

） 

定量的
ていりょうてき

な目標
もくひょう

（見
み

込
こ

み）（人
にん

） 

令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

保育所
ほいくしょ

     

認定
にんてい

こども園
えん

 6,018 5,566 5,581 5,560 

地域型
ちいきがた

保育
ほいく

事業
じぎょう

     

放課後
ほ う か ご

児童
じどう

健全
けんぜん

育成
いくせい

事業
じぎょう

 1,401 1,439 1,458 1,462 
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  (3) 圏域
けんいき

ごとのサービス見込量
みこみりょう

 

 

   ① 訪問
ほうもん

系
けい

サービス 

 

    ○ 居宅
きょたく

介護
かいご

（ホームヘルプ） 

      入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ又
また

は食事
しょくじ

の介護
かいご

など、居宅
きょたく

での生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

を行
おこな

う。 

 

    ○ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 

      重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

その他
た

の障害者
しょうがいしゃ

であって、常時
じょうじ

介護
かいご

を要
よう

する者
もの

を対象
たいしょう

とした、

居宅
きょたく

での介護
かいご

のほか、外出
がいしゅつ

時
じ

における移動中
いどうちゅう

の介護
かいご

などを総合的
そうごうてき

に行
おこな

う。 

 

    ○ 同行
どうこう

援護
えんご

 

      視覚
しかく

障害
しょうがい

により、移動
いどう

に 著
いちじる

しい困難
こんなん

を有
ゆう

する障害者
しょうがいしゃ

又
また

は障害児
しょうがいじ

を対象
たいしょう

とした、

外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
いどう

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

や移動
いどう

の支援
しえん

を行
おこな

う。 

 

    ○ 行動
こうどう

援護
えんご

 

      知的
ちてき

障害
しょうがい

又
また

は精神
せいしん

障害
しょうがい

により、行動上
こうどうじょう

著
いちじる

しい困難
こんなん

を有
ゆう

する障害者
しょうがいしゃ

又
また

は障害児
しょうがいじ

を対象
たいしょう

とした、行動
こうどう

の際
さい

に生
しょう

じうる危険
きけん

回避
かいひ

のための援護
えんご

や外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
いどう

の支援
しえん

を

行
おこな

う。 

 

    ○ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえん

 

      常時
じょうじ

介護
かいご

を要
よう

する重度
じゅうど

の障害者
しょうがいしゃ

又
また

は障害児
しょうがいじ

であって、その介護
かいご

の必要
ひつよう

な程度
ていど

が 著
いちじる

しく高
たか

い者
もの

を対象
たいしょう

とした、居宅
きょたく

介護
かいご

をはじめとする障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを包括的
ほうかつてき

に行
おこな

う。 

 

 

           <訪問
ほうもん

系
けい

サービスの計
けい

> 
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圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

4,426時間分
じかんぶん

 

(244人分
にんぶん

) 

4,513時間分
じかんぶん

 

(250人分
にんぶん

) 

4,588時間分
じかんぶん

 

(256人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

6,854時間分
じかんぶん

 

(350人分
にんぶん

) 

7,019時間分
じかんぶん

 

(359人分
にんぶん

) 

7,148時間分
じかんぶん

 

(368人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

8,083時間分
じかんぶん

 

(312人分
にんぶん

) 

8,303時間分
じかんぶん

 

(322人分
にんぶん

) 

8,548時間分
じかんぶん

 

(333人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

282,009時間分
じかんぶん

 

(6,143人分
にんぶん

) 

295,553時間分
じかんぶん

 

(6,404人分
にんぶん

) 

309,078時間分
じかんぶん

 

(6,662人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

37,657時間分
じかんぶん

 

(1,127人分
にんぶん

) 

42,558時間分
じかんぶん

 

(1,215人分
にんぶん

) 

48,330時間分
じかんぶん

 

(1,313人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

6,612時間分
じかんぶん

 

(366人分
にんぶん

) 

6,816時間分
じかんぶん

 

(402人分
にんぶん

) 

7,032時間分
じかんぶん

 

(447人分
にんぶん

) 

計
けい

 

345,641時間分
じかんぶん

 

(8,542人分
にんぶん

) 

364,762時間分
じかんぶん

 

(8,952人分
にんぶん

) 

384,724時間分
じかんぶん

 

(9,379人分
にんぶん

) 

 

 

   ② 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス 

    ○ 生活
せいかつ

介護
かいご

 

      常時
じょうじ

介護
かいご

を要
よう

する障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

とした、主
おも

として日中
にっちゅう

に障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

などで

行
おこな

われる、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
かいご

や、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

又
また

は生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

の提供
ていきょう

な

どを行
おこな

う。 
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圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

8,010時間分
じかんぶん

 

(421人分
にんぶん

) 

8,010時間分
じかんぶん

 

(421人分
にんぶん

) 

8,050時間分
じかんぶん

 

(423人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

 12,750時間分
じかんぶん

 

(682人分
にんぶん

) 

13,011時間分
じかんぶん

 

(694人分
にんぶん

) 

13,273時間分
じかんぶん

 

(706人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

8,906時間分
じかんぶん

 

(467人分
にんぶん

) 

9,217時間分
じかんぶん

 

(479人分
にんぶん

) 

9,557時間分
じかんぶん

 

(492人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

65,472時間分
じかんぶん

 

(3,890人分
にんぶん

) 

65,789時間分
じかんぶん

 

(3,955人分
にんぶん

) 

66,207時間分
じかんぶん

 

(4,025人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

20,572時間分
じかんぶん

 

(1,050人分
にんぶん

) 

21,556時間分
じかんぶん

 

(1,072人分
にんぶん

) 

22,543時間分
じかんぶん

 

(1,095人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

7,476時間分
じかんぶん

 

(396人分
にんぶん

) 

7,692時間分
じかんぶん

 

(410人分
にんぶん

) 

7,946時間分
じかんぶん

 

(425人分
にんぶん

) 

計
けい

 

123,186時間分
じかんぶん

 

(6,906人分
にんぶん

) 

125,275時間分
じかんぶん

 

(7,031人分
にんぶん

) 

127,576時間分
じかんぶん

 

(7,166人分
にんぶん

) 

 

 

○ 自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

） 

       地域
ちいき

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、有
ゆう

期限
きげん

の支援
しえん

計画
けいかく

に基
もと

づき、身体的
しんたいてき

リハビリテ

ーション、日常
にちじょう

生活
せいかつ

に係
かか

る訓練
くんれん

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

55人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

55人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

55人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 
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中丹
ちゅうたん

 

105人
にん

日分
にちぶん

 

(22人分
にんぶん

) 

105人
にん

日分
にちぶん

 

(22人分
にんぶん

) 

105人
にん

日分
にちぶん

 

(22人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

36人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

36人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

36人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

529人
にん

日分
にちぶん

 

(52人分
にんぶん

) 

550人
にん

日分
にちぶん

 

(54人分
にんぶん

) 

571人
にん

日分
にちぶん

 

(56人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

69人
にん

日分
にちぶん

 

(7人分
にんぶん

) 

69人
にん

日分
にちぶん

 

(7人分
にんぶん

) 

69人
にん

日分
にちぶん

 

(7人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

25人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

29人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

31人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

計
けい

 

819人
にん

日分
にちぶん

 

(89人分
にんぶん

) 

844人
にん

日分
にちぶん

 

(92人分
にんぶん

) 

867人
にん

日分
にちぶん

 

(94人分
にんぶん

) 

 

 

○ 自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

       地域
ちいき

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、有
ゆう

期限
きげん

の支援
しえん

計画
けいかく

に基
もと

づき、日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

の

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

186人
にん

日分
にちぶん

 

(9人分
にんぶん

) 

186人
にん

日分
にちぶん

 

(9人分
にんぶん

) 

206人
にん

日分
にちぶん

 

(10人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

137人
にん

日分
にちぶん

 

(10人分
にんぶん

) 

125人
にん

日分
にちぶん

 

(10人分
にんぶん

) 

103人
にん

日分
にちぶん

 

(9人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 362人
にん

日分
にちぶん

 380人
にん

日分
にちぶん

 380人
にん

日分
にちぶん
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(22人分
にんぶん

) (23人分
にんぶん

) (23人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

2,938人
にん

日分
にちぶん

 

(224人分
にんぶん

) 

2,912人
にん

日分
にちぶん

 

(227人分
にんぶん

) 

2,886人
にん

日分
にちぶん

 

(230人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

864人
にん

日分
にちぶん

 

(77人分
にんぶん

) 

881人
にん

日分
にちぶん

 

(79人分
にんぶん

) 

900人
にん

日分
にちぶん

 

(82人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

262人
にん

日分
にちぶん

 

(14人分
にんぶん

) 

279人
にん

日分
にちぶん

 

(15人分
にんぶん

) 

279人
にん

日分
にちぶん

 

(15人分
にんぶん

) 

計
けい

 

4,749人
にん

日分
にちぶん

 

(356人分
にんぶん

) 

4,763人
にん

日分
にちぶん

 

(363人分
にんぶん

) 

4,754人
にん

日分
にちぶん

 

(369人分
にんぶん

) 

 

 

○ 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

等
とう

を希望
きぼう

する障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、有
ゆう

期限
きげん

の支援
しえん

計画
けいかく

に基
もと

づき、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な

知識
ちしき

・能力
のうりょく

の向上
こうじょう

、実習
じっしゅう

、職場
しょくば

探
さが

し等
とう

を通
つう

じ、適性
てきせい

に合
あ

った職場
しょくば

への就労
しゅうろう

・定着
ていちゃく

を

図
はか

る等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

148人
にん

日分
にちぶん

 

(14人分
にんぶん

) 

189人
にん

日分
にちぶん

 

(16人分
にんぶん

) 

189人
にん

日分
にちぶん

 

(16人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

254人
にん

日分
にちぶん

 

(13人分
にんぶん

) 

312人
にん

日分
にちぶん

 

(16人分
にんぶん

) 

351人
にん

日分
にちぶん

 

(18人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

338人
にん

日分
にちぶん

 

(20人分
にんぶん

) 

340人
にん

日分
にちぶん

 

(20人分
にんぶん

) 

359人
にん

日分
にちぶん

 

(21人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 8,675人
にん

日分
にちぶん

 9,110人
にん

日分
にちぶん

 9,580人
にん

日分
にちぶん
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(521人分
にんぶん

) (551人分
にんぶん

) (583人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

1,788人
にん

日分
にちぶん

 

(110人分
にんぶん

) 

1,948人
にん

日分
にちぶん

 

(120人分
にんぶん

) 

2,207人
にん

日分
にちぶん

 

(130人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

502人
にん

日分
にちぶん

 

(30人分
にんぶん

) 

518人
にん

日分
にちぶん

 

(31人分
にんぶん

) 

536人
にん

日分
にちぶん

 

(32人分
にんぶん

) 

計
けい

 

11,705人
にん

日分
にちぶん

 

(708人分
にんぶん

) 

12,417人
にん

日分
にちぶん

 

(754人分
にんぶん

) 

13,222人
にん

日分
にちぶん

 

(800人分
にんぶん

) 

 

 

 

○ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ型
えーがた

） 

  一般
いっぱん

企業
きぎょう

等
とう

での雇用
こよう

が困難
こんなん

な者
もの

に対
たい

し、雇用
こよう

契約
けいやく

に基
もと

づく就労
しゅうろう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

する 

とともに、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

・能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

る等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

1,638人
にん

日分
にちぶん

 

(79人分
にんぶん

) 

1,658人
にん

日分
にちぶん

 

(81人分
にんぶん

) 

1,707人
にん

日分
にちぶん

 

(85人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

2,102人
にん

日分
にちぶん

 

(114人分
にんぶん

) 

2,261人
にん

日分
にちぶん

 

(122人分
にんぶん

) 

2,400人
にん

日分
にちぶん

 

(130人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

1,553人
にん

日分
にちぶん

 

(83人分
にんぶん

) 

1,591人
にん

日分
にちぶん

 

(85人分
にんぶん

) 

1,630人
にん

日分
にちぶん

 

(87人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

19,479人
にん

日分
にちぶん

 

(989人分
にんぶん

) 

20,675人
にん

日分
にちぶん

 

(1,053人分
にんぶん

) 

21,813人
にん

日分
にちぶん

 

(1,114人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 5,079人
にん

日分
にちぶん

 5,331人
にん

日分
にちぶん

 5,586人
にん

日分
にちぶん
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(266人分
にんぶん

) (280人分
にんぶん

) (295人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

1,304人
にん

日分
にちぶん

 

(65人分
にんぶん

) 

1,332人
にん

日分
にちぶん

 

(66人分
にんぶん

) 

1,361人
にん

日分
にちぶん

 

(68人分
にんぶん

) 

計
けい

 

31,155人
にん

日分
にちぶん

 

(1,596人分
にんぶん

) 

32,848人
にん

日分
にちぶん

 

(1,687人分
にんぶん

) 

34,497人
にん

日分
にちぶん

 

(1,779人分
にんぶん

) 

 

 

○ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ｂ型
びーがた

） 

    一般
いっぱん

企業
きぎょう

等
とう

での雇用
こよう

が困難
こんなん

な者
もの

、一定
いってい

年齢
ねんれい

に達
たっ

している者
もの

等
とう

に対
たい

し、一定
いってい

の賃金
ちんぎん

水準
すいじゅん

のもとで、就労
しゅうろう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

し、知識
ちしき

・能力
のうりょく

の向上
こうじょう

・維持
い じ

を図
はか

る等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。 

（雇用
こよう

契約
けいやく

は結
むす

ばない） 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

6,850人
にん

日分
にちぶん

 

(358人分
にんぶん

) 

6,900人
にん

日分
にちぶん

 

(358人分
にんぶん

) 

6,930人
にん

日分
にちぶん

 

(359人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

10,119人
にん

日分
にちぶん

 

(570人分
にんぶん

) 

10,337人
にん

日分
にちぶん

 

(581人分
にんぶん

) 

10,578人
にん

日分
にちぶん

 

(593人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

6,096人
にん

日分
にちぶん

 

(367人分
にんぶん

) 

6,252人
にん

日分
にちぶん

 

(376人分
にんぶん

) 

6,410人
にん

日分
にちぶん

 

(385人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

62,500人
にん

日分
にちぶん

 

(3,843人分
にんぶん

) 

64,061人
にん

日分
にちぶん

 

(3,997人分
にんぶん

) 

65,657人
にん

日分
にちぶん

 

(4,153人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

12,777人
にん

日分
にちぶん

 

(828人分
にんぶん

) 

13,285人
にん

日分
にちぶん

 

(862人分
にんぶん

) 

13,811人
にん

日分
にちぶん

 

(898人分
にんぶん

) 
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山
やま

城南
しろみなみ

 

3,025人
にん

日分
にちぶん

 

(185人分
にんぶん

) 

3,490人
にん

日分
にちぶん

 

(209人分
にんぶん

) 

4,008人
にん

日分
にちぶん

 

(238人分
にんぶん

) 

計
けい

 

101,367人
にん

日分
にちぶん

 

(6,151人分
にんぶん

) 

104,325人
にん

日分
にちぶん

 

(6,383人分
にんぶん

) 

107,394人
にん

日分
にちぶん

 

(6,626人分
にんぶん

) 

 

 

 

○ 療養
りょうよう

介護
かいご

 

  主
おも

として日中
にっちゅう

に病院
びょういん

などの施設
しせつ

で 行
おこな

われる機能
きのう

訓練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の管理
かんり

、看護
かんご

、 

医学的
いがくてき

管理
かんり

下
か

での介護
かいご

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 28人分
にんぶん

 28人分
にんぶん

 30人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 48人分
にんぶん

 48人分
にんぶん

 49人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 35人分
にんぶん

 36人分
にんぶん

 37人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 243人分
にんぶん

 243人分
にんぶん

 243人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 64人分
にんぶん

 65人分
にんぶん

 65人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 16人分
にんぶん

 16人分
にんぶん

 16人分
にんぶん

 

計
けい

 434人分
にんぶん

 436人分
にんぶん

 440人分
にんぶん

 

 

 

○ 短期
たんき

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

  居宅
きょたく

においてその介護者
かいごしゃ

の病気
びょうき

の場合
ばあい

など、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

などへの短期間
たんきかん

の入所
にゅうしょ

 

による入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
かいご

などを行
おこな

う。 
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圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

569人
にん

日分
にちぶん

 

(70人分
にんぶん

) 

578人
にん

日分
にちぶん

 

(71人分
にんぶん

) 

593人
にん

日分
にちぶん

 

(74人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

607人
にん

日分
にちぶん

 

(104人分
にんぶん

) 

622人
にん

日分
にちぶん

 

(107人分
にんぶん

) 

630人
にん

日分
にちぶん

 

(109人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

589人
にん

日分
にちぶん

 

(33人分
にんぶん

) 

602人
にん

日分
にちぶん

 

(34人分
にんぶん

) 

616人
にん

日分
にちぶん

 

(35人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

5,194人
にん

日分
にちぶん

 

(1,158人分
にんぶん

) 

5,339人
にん

日分
にちぶん

 

(1,216人分
にんぶん

) 

5,500人
にん

日分
にちぶん

 

(1,278人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

2,022人
にん

日分
にちぶん

 

(421人分
にんぶん

) 

2,113人
にん

日分
にちぶん

 

(440人分
にんぶん

) 

2,206人
にん

日分
にちぶん

 

(458人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

558人
にん

日分
にちぶん

 

(105人分
にんぶん

) 

585人
にん

日分
にちぶん

 

(109人分
にんぶん

) 

615人
にん

日分
にちぶん

 

(112人分
にんぶん

) 

計
けい

 

9,539人
にん

日分
にちぶん

 

(1,891人分
にんぶん

) 

9,839人
にん

日分
にちぶん

 

(1,977人分
にんぶん

) 

10,160人
にん

日分
にちぶん

 

(2,066人分
にんぶん

) 

 

 

 

○ 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

  就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

等
とう

を利用
りよう

し、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に移行
いこう

した障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、就労
しゅうろう

に 伴
ともな

う

生活面
せいかつめん

の課
か

題
だい

に対応
たいおう

できるよう、事業所
じぎょうしょ

・家族
かぞく

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

等
とう

の支援
しえん

を一定
いってい

の期間
きかん

に

わたり行
おこな

う。 
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圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 6人分
にんぶん

 8人分
にんぶん

 9人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 8人
にん

分
ぶん

 15人分
にんぶん

 18人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 8人分
にんぶん

 9人
にん

分
ぶん

 11人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 176人分
にんぶん

 187人分
にんぶん

 199人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 47人分
にんぶん

 52人分
にんぶん

 58人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 11人分
にんぶん

 11人分
にんぶん

 11人分
にんぶん

 

計
けい

 256人分
にんぶん

 282人分
にんぶん

 306人分
にんぶん

 

 

 

 

③ 居住
きょじゅう

系
けい

サービス 

    ○ 自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

      集団
しゅうだん

生活
せいかつ

ではなく一人
ひとり

暮
ぐ

らしを希望
きぼう

する利用者
りようしゃ

に対
たい

して、定期的
ていきてき

に利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

を

訪問
ほうもん

し、生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

し、必要
ひつよう

な助言
じょげん

や医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 4人分
にんぶん

 4人分
にんぶん

 5人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 10人分
にんぶん

 10人分
にんぶん

 10人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 6人分
にんぶん

 8人分
にんぶん

 10人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 1人分
にんぶん

 1人分
にんぶん

 1人分
にんぶん

 

計
けい

 27人分
にんぶん

 29人分
にんぶん

 32人分
にんぶん
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    ○ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム） 

      主
おも

として夜間
やかん

において、共同
きょうどう

生活
せいかつ

を営
いとな

むべき住居
じゅうきょ

において相談
そうだん

、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ又
また

は食事
しょくじ

の介護
かいご

その他
た

の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 182人分
にんぶん

 187人分
にんぶん

 196人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 248人分
にんぶん

 257人分
にんぶん

 259人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 167人分
にんぶん

 170人分
にんぶん

 173人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 989人分
にんぶん

 1,062人分
にんぶん

 1,141人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 368人分
にんぶん

 390人分
にんぶん

 410人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 84人分
にんぶん

 86人分
にんぶん

 89人分
にんぶん

 

計
けい

 2,038人分
にんぶん

 2,152人分
にんぶん

 2,268人分
にんぶん

 

 
 
 

○ 施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 

  夜間
やかん

において、介護
かいご

が必要
ひつよう

な者
もの

や通所
つうしょ

が困難
こんなん

な自立
じりつ

訓練
くんれん

又
また

は就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

等
とう

の 

利用者
りようしゃ

に対
たい

し、居住
きょじゅう

の場
ば

を提供
ていきょう

するとともに、安定
あんてい

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

が営
いとな

めるよう支援
しえん

を

行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 172人分
にんぶん

 172人分
にんぶん

 171人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 300人分
にんぶん

 294人分
にんぶん

 290人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 172人分
にんぶん

 171人分
にんぶん

 168人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 1,322人分
にんぶん

 1,321人分
にんぶん

 1,319人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 327人分
にんぶん

 323人分
にんぶん

 317人分
にんぶん
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山
やま

城南
しろみなみ

 72人分
にんぶん

 72人
にん

分
ぶん

 73人分
にんぶん

 

計
けい

 2,365人分
にんぶん

 2,353人分
にんぶん

 2,338人分
にんぶん

 

 
 
 

④ 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

 

    ○ 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

      障害児
しょうがいじ

に対
たい

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふ よ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

等
とう

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

376人
にん

日分
にちぶん

 

(139人分
にんぶん

) 

389人
にん

日分
にちぶん

 

(145人
にん

分
ぶん

) 

402人
にん

日分
にちぶん

 

(151人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

963人
にん

日分
にちぶん

 

(262人分
にんぶん

) 

975人
にん

日分
にちぶん

 

(265人分
にんぶん

) 

1,007人
にん

日分
にちぶん

 

(270人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

575人
にん

日分
にちぶん

 

(179人分
にんぶん

) 

613人
にん

日分
にちぶん

 

(191人分
にんぶん

) 

654人
にん

日分
にちぶん

 

(204人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

15,205人
にん

日分
にちぶん

 

(2,626人分
にんぶん

) 

15,766人
にん

日分
にちぶん

 

(2,729人分
にんぶん

) 

16,375人
にん

日分
にちぶん

 

(2,843人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

2,688人
にん

日分
にちぶん

 

(561人分
にんぶん

) 

2,792人
にん

日分
にちぶん

 

(588人分
にんぶん

) 

2,902人
にん

日分
にちぶん

 

(617人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

743人
にん

日分
にちぶん

 

(141人分
にんぶん

) 

761人
にん

日分
にちぶん

 

(146人分
にんぶん

) 

774人
にん

日分
にちぶん

 

(150人分
にんぶん

) 

計
けい

 

20,550人
にん

日分
にちぶん

 

(3,908人分
にんぶん

) 

21,296人
にん

日分
にちぶん

 

(4,064人分
にんぶん

) 

22,114人
にん

日分
にちぶん

 

(4,235人分
にんぶん

) 
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○ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 

  就学
しゅうがく

している障害児
しょうがいじ

に対
たい

し、授業
じゅぎょう

の終了後
しゅうりょうご

又
また

は休 業
きゅうぎょう

日
び

に、生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

の

ために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促進
そくしん

等
とう

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

900人
にん

日分
にちぶん

 

(157人分
にんぶん

) 

926人
にん

日分
にちぶん

 

(165人分
にんぶん

) 

955人
にん

日分
にちぶん

 

(174人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

2,910人
にん

日分
にちぶん

 

(294人分
にんぶん

) 

2,993人
にん

日分
にちぶん

 

(303人分
にんぶん

) 

3,076人
にん

日分
にちぶん

 

(312人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

3,899人
にん

日分
にちぶん

 

(328人分
にんぶん

) 

4,262人
にん

日分
にちぶん

 

(360人分
にんぶん

) 

4,664人
にん

日分
にちぶん

 

(395人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

42,675人
にん

日分
にちぶん

 

(3,680人分
にんぶん

) 

44,277人
にん

日分
にちぶん

 

(3,823人分
にんぶん

) 

46,019人
にん

日分
にちぶん

 

(3,981人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

11,494人
にん

日分
にちぶん

 

(1,235人分
にんぶん

) 

13,241人
にん

日分
にちぶん

 

(1,381人分
にんぶん

) 

15,274人
にん

日分
にちぶん

 

(1,547人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

3,898人
にん

日分
にちぶん

 

(319人分
にんぶん

) 

4,159人
にん

日分
にちぶん

 

(349人分
にんぶん

) 

4,442人
にん

日分
にちぶん

 

(383人分
にんぶん

) 

計
けい

 

65,776人
にん

日分
にちぶん

 

(6,013人分
にんぶん

) 

69,858人
にん

日分
にちぶん

 

(6,381人分
にんぶん

) 

74,430人
にん

日分
にちぶん

 

(6,792人分
にんぶん

) 

 

 

 

○ 保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

 

  保育所
ほいくしょ

等
とう

の児童
じどう

が集団
しゅうだん

生活
せいかつ

を営
いとな

む施設
しせつ

等
とう

に通
かよ

う障害児
しょうがいじ

に対
たい

し、その施設
しせつ

における
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障害児
しょうがいじ

以外
いがい

の児童
じどう

との集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

のための専門的
せんもんてき

な支援
しえん

等
とう

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

23人
にん

日分
にちぶん

 

(17人分
にんぶん

) 

25人
にん

日分
にちぶん

 

(18人分
にんぶん

) 

28人
にん

日分
にちぶん

 

(20人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

38人
にん

日分
にちぶん

 

(30人分
にんぶん

) 

42人
にん

日分
にちぶん

 

(33人分
にんぶん

) 

45人
にん

日分
にちぶん

 

(35人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(5人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(5人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(5人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

131人
にん

日分
にちぶん

 

(64人分
にんぶん

) 

131人
にん

日分
にちぶん

 

(64人分
にんぶん

) 

131人
にん

日分
にちぶん

 

(64人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

53人
にん

日分
にちぶん

 

(39人分
にんぶん

) 

62人
にん

日分
にちぶん

 

(46人分
にんぶん

) 

72人
にん

日分
にちぶん

 

(54人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

10人
にん

日分
にちぶん

 

(6人分
にんぶん

) 

10人
にん

日分
にちぶん

 

(6人分
にんぶん

) 

10人
にん

日分
にちぶん

 

(6人分
にんぶん

) 

計
けい

 

261人
にん

日分
にちぶん

 

(161人分
にんぶん

) 

276人
にん

日分
にちぶん

 

(172人分
にんぶん

) 

292人
にん

日分
にちぶん

 

(184人分
にんぶん

) 

 

 

○ 医療型
いりょうがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

  上肢
じょうし

、下肢
か し

又
また

は体
たい

幹
かん

の機能
きのう

の障害
しょうがい

のある児童
じどう

に対
たい

し、医療型
いりょうがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター等
とう

     

 に通
かよ

わせ、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

及
およ

び治療
ちりょう

を行
おこな

う。 
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圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

4人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

4人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

4人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

2人
にん

日分
にちぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

2人
にん

日分
にちぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

561人
にん

日分
にちぶん

 

(93人分
にんぶん

) 

579人
にん

日分
にちぶん

 

(96人分
にんぶん

) 

597人
にん

日分
にちぶん

 

(99人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

129人
にん

日分
にちぶん

 

(16人分
にんぶん

) 

123人
にん

日分
にちぶん

 

(15人分
にんぶん

) 

123人
にん

日分
にちぶん

 

(15人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

37人
にん

日分
にちぶん

 

(5人分
にんぶん

) 

44人
にん

日分
にちぶん

 

(6人分
にんぶん

) 

53人
にん

日分
にちぶん

 

(6人分
にんぶん

) 

計
けい

 

739人
にん

日分
にちぶん

 

(119人分
にんぶん

) 

758人
にん

日分
にちぶん

 

(122人分
にんぶん

) 

789人
にん

日分
にちぶん

 

(126人分
にんぶん

) 

 

 

 

○ 居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

  障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

を利用
りよう

するために外出
がいしゅつ

することが 著
いちじる

しく困難
こんなん

な、重度
じゅうど

の障害
しょうがい

の 

ある児童
じどう

に対
たい

し、居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ

の指導
しどう

等
とう

といった発達
はったつ

支援
しえん

を行
おこな

う。 
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圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 

7人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

7人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

7人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

 6人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

11人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

11人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

11人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

210人
にん

日分
にちぶん

 

(27人分
にんぶん

) 

210人
にん

日分
にちぶん

 

(27人分
にんぶん

) 

210人
にん

日分
にちぶん

 

(27人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

35人
にん

日分
にちぶん

 

(8人分
にんぶん

) 

38人
にん

日分
にちぶん

 

(10人分
にんぶん

) 

42人
にん

日分
にちぶん

 

(11人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

19人
にん

日分
にちぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

19人
にん

日分
にちぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

19人
にん

日分
にちぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

計
けい

 

288人
にん

日分
にちぶん

 

(48人分
にんぶん

) 

291人
にん

日分
にちぶん

 

(50人分
にんぶん

) 

295人
にん

日分
にちぶん

 

(51人分
にんぶん

) 

 

 

 

○ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 

    児童
じどう

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

又
また

は指定
してい

医療
いりょう

機関
きかん

に入院
にゅういん

する障害児
しょうがいじ

に対
たい

し、保護
ほ ご

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふ よ

を行
おこな

う。また、そのうち知的
ちてき

障害
しょうがい

のある児童
じどう

、肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

のあ

る児童
じどう

、重度
じゅうど

の知的
ちてき

障害
しょうがい

及
およ

び重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

が重複
じゅうふく

している児童
じどう

に対
たい

し、治療
ちりょう

を行
おこな

う。 
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圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

府域
ふいき

全体
ぜんたい

 125人分
にんぶん

 125人分
にんぶん

 125人分
にんぶん

 

 

 

 

⑤ 相談
そうだん

支援
しえん

 

 

    ○ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 

      障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス又
また

は地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

の支給
しきゅう

決定
けってい

に係
かか

るサービス等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

・障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

、サービス事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 340.0人分
にんぶん

 348.0人分
にんぶん

 360.0人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 326.0人分
にんぶん

 344.0人分
にんぶん

 363.0人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 654.0人分
にんぶん

 681.0人分
にんぶん

 708.0人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 2,166.0人分
にんぶん

 2,342.0人分
にんぶん

 2,518.0人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 1,704.0人分
にんぶん

 1,809.0人分
にんぶん

 1,923.0人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 155.0人分
にんぶん

 161.0人分
にんぶん

 169.0人分
にんぶん

 

計
けい

 5,345.0人分
にんぶん

 5,685.0人分
にんぶん

 6,041.0人分
にんぶん

 

 

 

○ 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

 

  障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

又
また

は精神科
せいしんか

病院
びょういん

に入院
にゅういん

している障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に対
たい

し、地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

のための活動
かつどう

に対
たい

する相談
そうだん

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

への同行
どうこう

支援
しえん

等
とう

を

行
おこな

う。 
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圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 3.0人分
にんぶん

 4.0人分
にんぶん

 5.0人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 9.3人分
にんぶん

 9.3人分
にんぶん

 10.3人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 9.0人分
にんぶん

 10.0人分
にんぶん

 11.0人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

計
けい

 30.3人分
にんぶん

 32.3人分
にんぶん

 35.3人分
にんぶん

 

 

 

 

○ 地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

  居宅
きょたく

において単身
たんしん

で生活
せいかつ

する障害者
しょうがいしゃ

又
また

は同居
どうきょ

の家族
かぞく

による支援
しえん

を受
う

けられない

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、常時
じょうじ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

の確保
かくほ

、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に起因
きいん

する緊急
きんきゅう

事態
じたい

等
とう

の相談
そうだん

、

緊急
きんきゅう

訪問
ほうもん

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 3.0人分
にんぶん

 4.0人分
にんぶん

 5.0人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 36.2人分
にんぶん

 38.9人分
にんぶん

 41.5人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 69.0人分
にんぶん

 74.0人分
にんぶん

 80.0人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

計
けい

 117.2人分
にんぶん

 125.9人分
にんぶん

 135.5人分
にんぶん
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○ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 

  障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の支給
しきゅう

決定
けってい

に係
かか

る障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

、サービス事業者
じぎょうしゃ

等
とう

 と

の連
れん

絡
らく

調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

う。 

 

圏域
けんいき

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

丹後
たんご

 98.0人分
にんぶん

 111.0人分
にんぶん

 121.0人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 75.0人分
にんぶん

 82.0人分
にんぶん

 89.0人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 472.0人分
にんぶん

 518.0人分
にんぶん

 568.0人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 329.0人分
にんぶん

 375.0人分
にんぶん

 424.0人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 1,484.0人分
にんぶん

 1,613.0人分
にんぶん

 1,756.0人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 83.0人分
にんぶん

 90.0人分
にんぶん

 96.0人分
にんぶん

 

計
けい

 2,541.0人分
にんぶん

 2,789.0人分
にんぶん

 3,054.0人分
にんぶん
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 ２ サービス基盤
きばん

の整備
せいび

に向
む

けた基本
きほん

計画
けいかく

における施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

 

基本
きほん

計画
けいかく

に掲
かか

げる以下
い か

の基本
きほん

方向
ほうこう

に基
もと

づき施策
せさく

を引
ひ

き続
つづ

き推進
すいしん

します。 

 

(1) 安心
あんしん

・安全
あんぜん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

がそれぞれの地域
ちいき

で安全
あんぜん

に安心
あんしん

して暮
く

らしていくことができる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の実現
じつげん

を図
はか

るため、住
じゅう

環境
かんきょう

の整備
せいび

、移動
いどう

しやすい環境
かんきょう

の整備
せいび

、アクセシビリティに配慮
はいりょ

し

た施設
しせつ

等
とう

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

等
とう

、障害
しょうがい

のある人
ひと

に配慮
はいりょ

したまちづくりの総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

を通
つう

じ、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

環境
かんきょう

における社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を進
すす

め、アクセシビリティの向上
こうじょう

を推進
すいしん

します。 

 

① 障害
しょうがい

のある人
ひと

に配慮
はいりょ

したまちづくりの総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

 

     子
こ

どもや高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

をはじめ誰
だれ

もが暮
く

らしやすい人
ひと

にやさしいまちづくりを

推進
すいしん

するため、施設
しせつ

のバリアフリー情報
じょうほう

の提供
ていきょう

やおもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

の利用証
りようしょう

制度
せいど

の

推進
すいしん

に取
と

り組
く

みます。 

 

② 住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

 

     障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

での自立
じりつ

した生活
せいかつ

を推進
すいしん

するため、多様
たよう

な世帯
せたい

が居住
きょじゅう

し交流
こうりゅう

で

きる府営
ふえい

住宅
じゅうたく

等
とう

の整備
せいび

やバリアフリー化
か

、府営
ふえい

住宅
じゅうたく

への優先
ゆうせん

入居
にゅうきょ

などの取組
とりくみ

を推進
すいしん

し

ます。 

 

③ 移動
いどう

しやすい環境
かんきょう

の整備
せいび

等
とう

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

をはじめ誰
だれ

もが安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できるよう、鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

や道路
どうろ

に

おける段差
だんさ

解消
かいしょう

や、交通
こうつう

安全
あんぜん

施設
しせつ

、道路
どうろ

交通
こうつう

環境
かんきょう

の整備
せいび

促進
そくしん

などを推進
すいしん

します。 

 

④ アクセシビリティに配慮
はいりょ

した施設
しせつ

等
とう

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

 

バリアフリー法
ほう

及
およ

び京都府
きょうとふ

福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

などに基
もと

づき、多
おお

くの人
ひと

が利用
りよう

する
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施設
しせつ

のバリアフリー化
か

等
とう

を進
すす

め、誰
だれ

もが安心
あんしん

して行
い

き来
き

できるまちづくりを推進
すいしん

します。 

 

(2) 情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

及
およ

び意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が必要
ひつよう

な情報
じょうほう

に円滑
えんかつ

にアクセスすることができるよう、障害
しょうがい

のある人
ひと

に

配慮
はいりょ

したサービスの提供
ていきょう

等
とう

の取組
とりくみ

を通
つう

じて情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

を推進
すいしん

します。 

あわせて、障害
しょうがい

のある人
ひと

が円滑
えんかつ

に意思
い し

表示
ひょうじ

やコミュニケーションを行
おこな

うことができるよ

う、意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

を担
にな

う人材
じんざい

の育成
いくせい

やサービスの利用
りよう

の促進
そくしん

等
とう

の取組
とりくみ

を通
つう

じて意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

① わかりやすい情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が円滑
えんかつ

に情報
じょうほう

を取得
しゅとく

・利用
りよう

し、意思
い し

表示
ひょうじ

やコミュニケーションを行
おこな

う

ことができるよう、わかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、コミュニケーション支援
しえん

の充実
じゅうじつ

等
とう

を推進
すいしん

します。 

 

② 意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

保障
ほしょう

を確保
かくほ

するため、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

等
とう

の派遣
はけん

や養成
ようせい

を図
はか

るほか、

広域
こういき

振興局
しんこうきょく

など府
ふ

機関
きかん

窓口
まどぐち

における環境
かんきょう

整備
せいび

に努
つと

めます。 

 

③ 選挙
せんきょ

等
とう

における配慮
はいりょ

等
とう

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が選挙権
せんきょけん

を円滑
えんかつ

に行使
こうし

できるよう、選挙
せんきょ

等
とう

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

や、投票
とうひょう

環境
かんきょう

の向上
こうじょう

に努
つと

めます。 

 

 

④ 行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

における配慮
はいりょ

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

理解
りかい

の促進
そくしん

等
とう

 

府
ふ

民
みん

だよりや京都府
きょうとふ

ホームページ等
とう

を障害
しょうがい

のある人
ひと

も利用
りよう

しやすくするとともに、援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

なことが外見
がいけん

からは分
わ

かりにくい方
かた

が、周囲
しゅうい

から援助
えんじょ

等
とう

を受
う

けやすくなるよ
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う、ヘルプマークの普及
ふきゅう

を促進
そくしん

します。 

 

(3) 防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

等
とう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

社会
しゃかい

において、安心
あんしん

して安全
あんぜん

に暮
く

らすことができるよう、防災
ぼうさい

対策
たいさく

を

推進
すいしん

するとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

を犯罪
はんざい

被害
ひがい

や消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

から守
まも

るため、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

や消費者
しょうひしゃ

トラブルの防止
ぼうし

に向
む

けた取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

① 防災
ぼうさい

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

災害
さいがい

時
じ

のわかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、被害
ひがい

を受
う

けやすい高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

などの

要配慮者
ようはいりょしゃ

を適切
てきせつ

に避難
ひなん

支援
しえん

するための市町村
しちょうそん

の取組
とりくみ

の支援
しえん

など、防災
ぼうさい

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 

具体的
ぐたいてき

には、災害
さいがい

時
じ

要配慮者
ようはいりょしゃ

支援
しえん

指針
ししん

を基
もと

に、避難
ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

名簿
めいぼ

の作成
さくせい

、共有
きょうゆう

、個別
こべつ

避難
ひなん

計画
けいかく

の推進
すいしん

方法
ほうほう

など市町村
しちょうそん

が行
おこな

う取組み
と り く み

を後
あと

押
お

しするとともに、誰
だれ

もが安心
あんしん

して

避難所
ひなんじょ

で避難
ひなん

生活
せいかつ

を送
おく

ることができるよう、避難所
ひなんじょ

のユニバーサルデザインを意識
いしき

した設営
せつえい

の促進
そくしん

、さらに、避難所
ひなんじょ

において高齢者
こうれいしゃ

等
とう

の避難者
ひなんしゃ

の二次
に じ

被害
ひがい

を防
ふせ

ぐために対応
たいおう

できる体制
たいせい

を整
ととの

えるため、福祉
ふくし

避難
ひなん

サポートリーダー及
およ

び災害
さいがい

派遣
はけん

福祉
ふくし

チーム（京都
きょうと

ＤＷＡＴ
でぃーわっと

）の養成
ようせい

を進
すす

めます。 

また、避難所
ひなんじょ

においてコミュニケーション支援
しえん

が必要
ひつよう

な障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

等
とう

に

配慮
はいりょ

した機器
き き

整備
せいび

を促進
そくしん

します。 

 

② 防犯
ぼうはん

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

ファックスやメール、アプリを活用
かつよう

した緊急
きんきゅう

通報
つうほう

の推進
すいしん

や、携帯
けいたい

端末
たんまつ

等
とう

を活用
かつよう

した

防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

、各種
かくしゅ

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

した犯罪
はんざい

や交通
こうつう

事故
じ こ

に遭
あ

わないための

情報
じょうほう

の発信
はっしん

など、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 

 

③ 消費者
しょうひしゃ

トラブルの防止
ぼうし

及
およ

び被害
ひがい

からの救済
きゅうさい
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障害
しょうがい

のある人
ひと

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を防止
ぼうし

するため、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

した地域
ちいき

の見
み

守
まも

り活動
かつどう

や、

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

促進
そくしん

などにより、障害
しょうがい

のある人々
ひとびと

に係
かか

る消費者
しょうひしゃ

トラブルの防止
ぼうし

及
およ

び

被害
ひがい

からの救済
きゅうさい

を図
はか

ります。 

 

(4) 差別
さべつ

の解消
かいしょう

、権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

及
およ

び虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

 

誰
だれ

もが暮
く

らしやすい共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社
しゃ

会
かい

づくり条例
じょうれい

」等
とう

に基
もと

づき、障害
しょうがい

及
およ

び求
もと

められる配慮
はいりょ

等
とう

に

関
かん

する理解
りかい

の促進
そくしん

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

めるための広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を

実施
じっし

するとともに、相互
そうご

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

します。 

また、条例
じょうれい

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

等
とう

に基
もと

づき、障害
しょうがい

のある人
ひと

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し、社会
しゃかい

へ

の参加
さんか

を制約
せいやく

している社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を除去
じょきょ

するための取組
とりくみ

を進
すす

めるとともに、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に基
もと

づく障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

等
とう

、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の権利
けんり

擁護
ようご

のための取組
とりくみ

を着実
ちゃくじつ

に

推進
すいしん

します。 

 

① 権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

、虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

 

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

及
およ

び高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に基
もと

づき、市町村
しちょうそん

や専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

と

連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

して、障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

への虐待
ぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

、

再発
さいはつ

防止
ぼうし

等
とう

の取組
とりくみ

を進
すす

めるとともに、定期的
ていきてき

な虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

・権利
けんり

擁護
ようご

研修
けんしゅう

を市町村
しちょうそん

や

事業所
じぎょうしょ

に対
たい

して引
ひ

き続
つづ

き行
おこな

います。 

さらに、虐待
ぎゃくたい

が発生
はっせい

し、分離
ぶんり

が必要
ひつよう

なとき等
など

の緊急
きんきゅう

時
じ

に備
そな

え、シェルターとなる居室
きょしつ

等
とう

の確保
かくほ

を行
おこな

います。 

また、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

促進法
そくしんほう

に基
もと

づき、障害
しょうがい

や高齢
こうれい

により判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でな

くなった方々
かたがた

の生活
せいかつ

を守
まも

る成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

等
とう

の利用
りよう

促進
そくしん

を図
はか

り、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の権利
けんり

擁護
ようご

を推進
すいしん

します。 
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そのため、府
ふ

として、家庭
かてい

裁判所
さいばんしょ

等
とう

と連携
れんけい

し、市民
しみん

後見
こうけん

人材
じんざい

の養成
ようせい

やその活動
かつどう

を支
ささ

え

る仕
し

組
く

みづくりや、市町村
しちょうそん

単位
たんい

または複数
ふくすう

の市町村
しちょうそん

単位
たんい

で設置
せっち

を進
すす

めることとされている

中核
ちゅうかく

機関
きかん

設立
せつりつ

へ向
む

けた支援
しえん

を行
おこな

い、成年
せいねん

後見
こうけん

が必要
ひつよう

な方
かた

へ十分
じゅうぶん

な支援
しえん

が行
い

き渡
わた

るよう

に努
つと

めます。 

また、今後
こんご

、府
ふ

が取
と

り組
く

む成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

促進
そくしん

には、社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

が実施
じっし

してい

る、日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立
じりつ

支援
しえん

事業
じぎょう

等
とう

の社会的
しゃかいてき

資源
しげん

を活用
かつよう

し、また連携
れんけい

することで、障害
しょうがい

のあ

る人
ひと

の権利
けんり

擁護
ようご

に資
し

するよう努
つと

めます。 

 

② 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

の有無
う む

に関
かか

わらず、誰
だれ

もが暮
く

らしやすい共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、府民
ふみん

誰
だれ

もが、

障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

等
とう

の自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を確保
かくほ

することの重要性
じゅうようせい

に

ついて理解
りかい

を深
ふか

め、一人
ひとり

ひとりが互
たが

いを思
おも

いやり、支
ささ

え合
あ

えるようにするため、幅
はば

広
ひろ

い府民
ふみん

への啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

し、「心
こころ

のバリアフリー」を推進
すいしん

します。 

条例
じょうれい

や障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

等
とう

に基
もと

づく、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とした不利益
ふ り え き

取
とり

扱
あつか

いや合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について、広
ひろ

く府民
ふみん

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

の関心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

める啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

うとともに、身近
みぢか

な地域
ちいき

で相談
そうだん

に応
おう

じる相談
そうだん

体制
たいせい

、調整
ちょうせい

体制
たいせい

を整備
せいび

し、バリアの解消
かいしょう

を支援
しえん

します。 

 

(一
いち

) ヘルプマークの普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

        外見
がいけん

から分
わ

からなくても援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としている方々
かたがた

に対
たい

して、府内
ふない

におい

てヘルプマークの配付
はいふ

をしています。引
ひ

き続
つづ

き、多
おお

くの皆様
みなさま

に理解
りかい

や協 力
きょうりょく

を得
え

られ

るよう、啓発
けいはつ

活動
かつどう

等
とう

の取組
とりくみ

を一層
いっそう

推進
すいしん

します。 
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(二
に

) コミュニケーションの支援
しえん

の推進
すいしん

 

        聞
き

こえに障害
しょうがい

のある人
ひと

をはじめ、様々
さまざま

な方々
かたがた

とコミュニケーションが円滑
えんかつ

に行
おこな

えるよう、理解
りかい

の促進
そくしん

や啓発
けいはつ

の取組
とりくみ

を進
すす

めるとともに、障害
しょうがい

の程度
ていど

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じ

て、情報
じょうほう

支援
しえん

の選択
せんたく

ができるよう整備
せいび

を進
すす

めます。 

 

(5) 自立
じりつ

した生活
せいかつ

の支援
しえん

・意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

自
みずか

ら意思
い し

を決定
けってい

及
およ

び表明
ひょうめい

することが困難
こんなん

な障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

し、必要
ひつよう

な意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

を行
おこな

うとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき、身近
みぢか

な地域
ちいき

で相談
そうだん

支援
しえん

を受
う

けるこ

とのできる体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

また、障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、ライフステージに沿
そ

った様々
さまざま

な

生活上
せいかつじょう

の課題
かだい

やニーズに対応
たいおう

した支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を進
すす

めるとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

の自己
じ こ

選択
せんたく

や自己
じ こ

決定
けってい

が尊重
そんちょう

される利用者本
りようしゃほん

位
い

の支援
しえん

を促進
そくしん

します。 

 

① 意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けながら、自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき社会
しゃかい

の活動
かつどう

に参加
さんか

す

ることができ、自
みずか

らの能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

発揮
はっき

できるよう支援
しえん

を行
おこな

います。 

 

② 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき、身近
みぢか

な地域
ちいき

で相談
そうだん

支援
しえん

を受
う

けることができる

ヘルプマーク 

  義足
ぎ そ く

や人工
じんこう

関節
かんせつ

を使用
し よ う

している方
かた

、内部
な い ぶ

障害
しょうがい

や難病
なんびょう

の方
かた

、妊娠
にんしん

初期
し ょ き

の方
かた

など 

援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としていることが外見
がいけん

からは分
わ

からない方
かた

が、周囲
しゅうい

の方
かた

に配
はい

 

慮
りょ

を必要
ひつよう

としていることを知
し

らせることで援助
えんじょ

を得
え

やすくするマークです。 
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体制
たいせい

を構築
こうちく

するため、様々
さまざま

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

に対応
たいおう

した相談
そうだん

支援
しえん

を提供
ていきょう

する体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

③ 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

、在宅
ざいたく

サービス等
とう

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が個々
こ こ

のニーズや実態
じったい

に応
おう

じて、自
みずか

らの選択
せんたく

・決定
けってい

により必要
ひつよう

なサー

ビスを受
う

けられるよう、市町村
しちょうそん

等
とう

との連携
れんけい

のもと、在宅
ざいたく

サービス等
とう

の量的
りょうてき

・質的
しつてき

な充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

④ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

等
とう

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、サービスを提供
ていきょう

する職員
しょくいん

への研修
けんしゅう

、

事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の推進
すいしん

、第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

の適切
てきせつ

な実施
じっし

等
とう

に努
つと

めます。 

 

⑤ 福祉
ふくし

用具
ようぐ

その他
た

のアクセシビリティの向上
こうじょう

に資
し

する機器
き き

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

及
およ

び身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

等
とう

 

補
ほ

装具
そうぐ

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

・貸付
かしつけ

、介護
かいご

・リハビリのための機器
き き

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬法
けんほう

に基
もと

づく補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

等
とう

を推進
すいしん

します。 

 

⑥ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

を支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービスを提供
ていきょう

する人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

(6) 保健
ほけん

・医療
いりょう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な医療
いりょう

やリハビリテーションを受
う

けられるよう、支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

の一員
いちいん

として安心
あんしん

して自分
じぶん

らしい暮
く

らしをすることができるよう、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

への医療
いりょう

の提供
ていきょう

・支援
しえん

を可能
かのう

な限
かぎ

り地域
ちいき

に

おいて行
おこな

う。 
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① 保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

等
とう

 

高齢化
こうれいか

が進
すす

み、障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・重複化
じゅうふくか

の傾向
けいこう

が高
たか

まる中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
みぢか

な

地域
ちいき

で必要
ひつよう

な医療
いりょう

やリハビリテーションを受
う

けられるよう、地域
ちいき

医療
いりょう

体制
たいせい

等
とう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

② 保健
ほけん

・医療
いりょう

を支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な医療
いりょう

の提供
ていきょう

等
とう

を受
う

けられるよう、医師
い し

・看護師
か ん ご し

等
とう

の育成
いくせい

・確保
かくほ

の取組
とりくみ

を充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

します。 

 

③ 難病
なんびょう

等
とう

に関
かん

する保健
ほけん

・医療
いりょう

施策
せさく

の推進
すいしん

 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

に対
たい

し、総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

・支援
しえん

や地域
ちいき

における受入
うけいれ

病院
びょういん

の確保
かくほ

を図
はか

るととも

に、在宅
ざいたく

療 養 上
りょうようじょう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

うことにより、安定
あんてい

した療養
りょうよう

生活
せいかつ

の確保
かくほ

と難病
なんびょう

患者
かんじゃ

及
およ

びその家族
かぞく

の生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

また、小児
しょうに

慢性
まんせい

特定
とくてい

疾病
しっぺい

患者
かんじゃ

について、今後
こんご

、成人
せいじん

難病
なんびょう

への円滑
えんかつ

な移行
いこう

を推進
すいしん

すると

ともに、保育所
ほいくしょ

や学校
がっこう

などの児童
じどう

受入
うけいれ

環境
かんきょう

の整備
せいび

を図
はか

るために関係
かんけい

機関
きかん

による連携
れんけい

強化
きょうか

を図
はか

ります。 

 

④ 精神
せいしん

保健
ほけん

・医療
いりょう

の適切
てきせつ

な提供
ていきょう

等
とう

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

への医療
いりょう

の提供
ていきょう

・支援
しえん

を可能
かのう

な限
かぎ

り地域
ちいき

において行
おこな

うとともに、

精神
せいしん

疾患
しっかん

で入 院 中
にゅういんちゅう

の人
ひと

の早期
そうき

退院
たいいん

及
およ

び地域
ちいき

移行
いこう

を推進
すいしん

し、いわゆる社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

を

解消
かいしょう

するため、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で生活
せいかつ

できる社会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

⑤ 依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

アルコール、薬物
やくぶつ

及
およ

びギャンブル等
とう

依存症
いぞんしょう

に対
たい

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

、相談
そうだん

機関
きかん

及
およ

び医療
いりょう

機関
きかん

の

周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、関係
かんけい

機関
きかん

や自助
じじょ

グループ、回復
かいふく

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

との連携
れんけい

による支援
しえん

体制
たいせい
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の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

(7) 雇用
こよう

・就 業
しゅうぎょう

、経済的
けいざいてき

自立
じりつ

の支援
しえん

 

働
はたら

く意欲
いよく

のある障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その適性
てきせい

に応
おう

じて能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
はっき

することができ

るよう、多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の機会
きかい

を確保
かくほ

するとともに、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の工賃
こうちん

の水準
すいじゅん

が向上
こうじょう

するよ

うな支援
しえん

等
とう

を通
つう

じて、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

を促進
そくしん

します。 

 

① 総合的
そうごうてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

 

京都
きょうと

ジョブパーク「はあとふるコーナー」を中心
ちゅうしん

に、障害
しょうがい

のある人
ひと

の就労
しゅうろう

に関
かん

する

相談
そうだん

から能力
のうりょく

開発
かいはつ

・向上
こうじょう

、定着
ていちゃく

支援
しえん

までの総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

を、福祉
ふくし

、教育
きょういく

機関
きかん

等
とう

との

ネットワークを強化
きょうか

して推進
すいしん

します。 

 

② 経済的
けいざいてき

自立
じりつ

の支援
しえん

 

特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

や特別
とくべつ

給付
きゅうふ

金
きん

の支給
しきゅう

等
とう

により、障害
しょうがい

のある人
ひと

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

する

経済的
けいざいてき

負担
ふたん

の軽減
けいげん

等
とう

を図
はか

ります。 

 

③ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の促進
そくしん

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その適性
てきせい

と能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
はっき

することができるよう、企業
きぎょう

との

協働
きょうどう

による雇用
こよう

の場
ば

の創出
そうしゅつ

と拡大
かくだい

を図
はか

るとともに、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

む

企業
きぎょう

を応援
おうえん

する取組
とりくみ

などを推進
すいしん

し、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

を促進
そくしん

します。 

 

④ 障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた就労
しゅうろう

支援
しえん

及
およ

び多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の機会
きかい

の確保
かくほ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

・就労
しゅうろう

を促進
そくしん

するため、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた就労
しゅうろう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

・

強化
きょうか

を図
はか

るとともに、就 職
しゅうしょく

を希望
きぼう

する人
ひと

の能力
のうりょく

向上
こうじょう

など就 業 力
しゅうぎょうりょく

強化
きょうか

の取組
とりくみ

等
とう

を

推進
すいしん

します。 
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⑤ 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

 

福祉
ふくし

の職場
しょくば

で働
はたら

く障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

するため、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

とも

連携
れんけい

して、工賃
こうちん

向上
こうじょう

の取組
とりくみ

を推進
すいしん

するとともに、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

の提供
ていきょう

する物品
ぶっぴん

・

サービスの優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

するなど、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

⑥
ｆ

 京都式農
きょうとしきのう

福
ふく

連携
れんけい

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の就農
しゅうのう

・就労
しゅうろう

人材
じんざい

の育成
いくせい

を図
はか

るとともに、農
のう

福
ふく

連携
れんけい

に取
と

り組
く

む障害
しょうがい

福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

の製品
せいひん

の６次
じ

産業化
さんぎょうか

やブランド化
か

を支援
しえん

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の農業
のうぎょう

分野
ぶんや

での

就労
しゅうろう

を促進
そくしん

します。 

 

  (8) 文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

やスポーツ等
とう

を通
つう

じた活動
かつどう

や機会
きかい

の創出
そうしゅつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

及
およ

びスポーツへの参加
さんか

を通
つう

じて、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を

豊
ゆた

かにするとともに、府民
ふみん

の障害
しょうがい

への理解
りかい

と認識
にんしき

を深
ふか

め、障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を

促進
そくしん

します。 

 

   ① 文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の振興
しんこう

 

     障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

が活発
かっぱつ

に行
おこな

われるよう、芸術
げいじゅつ

系
けい

大学
だいがく

などと連携
れんけい

し

て、その環境
かんきょう

整備
せいび

を行
おこな

い、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

の芸術
げいじゅつ

作品
さくひん

の素
す

晴
ば

らしさの周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

を通
つう

じて障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の

交流
こうりゅう

を促進
そくしん

し相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

めます。 

特
とく

に、きょうと障害者
しょうがいしゃ

文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

推進
すいしん

機構
きこう

を通
つう

じて、芸術展
げいじゅつてん

の開催
かいさい

等
とう

、オール京都
きょうと

体制
たいせい

で障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を強
きょう

力
りょく

に推
すい

進
しん

します。 

 

(一
いち

) 芸術展
げいじゅつてん

等
とう

の開催
かいさい

・関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

 

art
あーと

 space
すぺーす

 co
こ

-
－

jin
じ ん

や各種
かくしゅ

展覧会
てんらんかい

（共生
きょうせい

の芸術
げいじゅつ

祭
さい

、京都
きょうと

とっておきの芸術
げいじゅつ

祭
さい

等
とう

）



- 37 - 

 

での展示
てんじ

、様々
さまざま

な団体
だんたい

との連携
れんけい

（ＷＥＢ
う ぇ ぶ

活用
かつよう

含
ふく

む）などを通
とお

して、障害
しょうがい

のある人
ひと

の

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を支援
しえん

し、共生
きょうせい

への理解
りかい

を深
ふか

めます。 

 

(二
に

) アーカイブ推進
すいしん

 

デジタルアーカイブ掲載
けいさい

作品
さくひん

及
およ

びページ内容
ないよう

を充実
じゅうじつ

するとともに、様々
さまざま

な分野
ぶんや

で

掲載
けいさい

作品
さくひん

が利
り

活用
かつよう

され、その結果
けっか

、作家
さっか

、施設
しせつ

等
とう

に収 入
しゅうにゅう

が得
え

られるようにします。 

 

   ② スポーツ、レクリエーション活動
かつどう

の推進
すいしん

 

     障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

や、潤
うるお

いのある生活
せいかつ

を促進
そくしん

するため、スポーツ、

レクリエーション活動
かつどう

の推進
すいしん

を図
はか

ります。ふれあい広場
ひろば

や障害者
しょうがいしゃ

スポーツのつどい等
とう

あら

ゆる世代
せだい

のスポーツ交流
こうりゅう

や障害者
しょうがいしゃ

スポーツの裾野
すその

を広
ひろ

げる取組
とりくみ

に加
くわ

え、パラ・パワーリ

フティングＮＴＣ
えぬてぃーしー

や東京
とうきょう

2020 オリンピック・パラリンピック後
ご

の障害者
しょうがいしゃ

スポーツ支援
しえん

に向
む

けた活動
かつどう

により、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の交流
こうりゅう

の機会
きかい

を通
とお

して、相互
そうご

理解
りかい

の促進
そくしん

を

図
はか

ります。 

 

(9) 生涯
しょうがい

を通
つう

じて学
まなび

び続
つづ

けられる環境
かんきょう

の整備
せいび

 

障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、可能
かのう

な限
かぎ

り共
とも

に教育
きょういく

を受
う

けることのでき

る仕
し

組
く

みの整備
せいび

を進
すす

めるとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

も含
ふく

めたその一生
いっしょう

を通
つう

じ

て、自
みずか

らの可能性
かのうせい

を追求
ついきゅう

できる環境
かんきょう

を整
ととの

え、地域
ちいき

の一員
いちいん

として豊
ゆた

かな人生
じんせい

を送
おく

ることが

できるよう、生涯
しょうがい

を通
つう

じて教育
きょういく

やスポーツ、文化
ぶんか

等
とう

の様々
さまざま

な機会
きかい

に親
した

しむための施策
せさく

を推進
すいしん

します。 

また、障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

と障害
しょうがい

のない児童
じどう

生徒
せいと

との交流
こうりゅう

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

などを通
つう

じ

て、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

との相互
そうご

理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

① インクルーシブ教育
きょういく

システムの推進
すいしん
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「京都府
きょうとふ

教育
きょういく

振興
しんこう

プラン」に基
もと

づき、障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

一人
ひとり

ひとりの自立
じりつ

や社会
しゃかい

参加
さんか

を目
め

指
ざ

し、就学前
しゅうがくまえ

から高等
こうとう

学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

までの一貫
いっかん

した特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

を推進
すいしん

するほ

か、私
し

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

等
とう

に対
たい

する運営
うんえい

助成
じょせい

を通
つう

じて就学
しゅうがく

促進
そくしん

等
とう

を図
はか

ります。 

 

(一
いち

) 通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

及
およ

び通級
つうきゅう

による指導
しどう

における教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

においても、障害
しょうがい

のある子
こ

どもが在籍
ざいせき

している可能性
かのうせい

があることを

前提
ぜんてい

に、学
まな

びの過程
かてい

において考
かんが

えられる困
こん

難
なん

さに対応
たいおう

した指導
しどう

の工夫
くふう

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

などの教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

② 教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

が、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

の中
なか

で必要
ひつよう

な支援
しえん

のもと、年齢
ねんれい

や能力
のうりょく

、障害
しょうがい

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえた十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を受
う

けられるよう、特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せいと

の多様
たよう

な障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえた教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

(一
いち

) 特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

における教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

学
まな

びの場
ば

の柔軟
じゅうなん

な選択
せんたく

を踏
ふ

まえた、小中学校
しょうちゅうがっこう

と特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

小 中
しょうちゅう

学部
がくぶ

の

連続性
れんぞくせい

を重視
じゅうし

した教育
きょういく

課程
かてい

を編成
へんせい

するなど、専門性
せんもんせい

の高
たか

い教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

③ 生涯
しょうがい

を通
つう

じた多様
たよう

な学習
がくしゅう

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

生涯
しょうがい

を通
つう

じて学習
がくしゅう

や情報
じょうほう

取得
しゅとく

ができるよう、情報
じょうほう

提供
ていきょう

施設
しせつ

等
とう

の設置
せっち

運営
うんえい

等
とう

を

支援
しえん

するとともに、文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

、スポーツ・レクリエーション等
とう

を通
つう

じた社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

します。 

 

④ 交流
こうりゅう

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

と障害
しょうがい

のない児童
じどう

生徒
せいと

との交流
こうりゅう

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

など、障害
しょうがい

の
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ある人
ひと

とない人
ひと

との交流
こうりゅう

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

し、相互
そうご

の理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

るなど、交流
こうりゅう

機会
きかい

の

拡大
かくだい

を図
はか

ります。 

 

(10) 障害
しょうがい

のある児童
じどう

への支援
しえん

 

保健
ほけん

、医療
いりょう

、保育
ほいく

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
しえん

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

とも連携
れんけい

を図
はか

った上
うえ

で、障害
しょうがい

のあ

る児童
じどう

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

して、乳幼児期
にゅうようじき

から学校
がっこう

卒業
そつぎょう

まで一貫
いっかん

した支援
しえん

を身近
みぢか

な地域
ちいき

で

提供
ていきょう

できる体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

ります。 

 

① 重層的
じゅうそうてき

な地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

について、障害
しょうがい

のある児童
じどう

の障害
しょうがい

種別
しゅべつ

や年齢
ねんれい

別
べつ

等
とう

のニーズに応
おう

じて、

身近
みぢか

な地域
ちいき

で提供
ていきょう

できるように、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターの設置
せっち

を促進
そくしん

します。また、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターを中心
ちゅうしん

に、保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

を府内
ふない

全域
ぜんいき

において利用
りよう

できる体制
たいせい

の

構築
こうちく

を目
め

指
ざ

します。 

 

② 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

に対
たい

する支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

  

 

(一
いち

) 事業所
じぎょうしょ

における支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

        重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサ

ービス事業
じぎょう

を受
う

けられるよう、地域
ちいき

における課題
かだい

の整理
せいり

や地域
ちいき

資源
しげん

の開発
かいはつ

、人材
じんざい

育成
いくせい

等
とう

を行
おこな

いながら、支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

(二
に

) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する支援
しえん

の円滑
えんかつ

な実施
じっし

 

        医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の円滑
えんかつ

な在宅
ざいたく

への移行
いこう

を進
すす

めるとともに、心身
しんしん

の状 況
じょうきょう

に応
おう

じた

保健
ほけん

、医療
いりょう

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

、保育
ほいく

、教育
きょういく

等
とう

の各関連
かくかんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

が受
う

けられるよう、関係者
かんけいしゃ

が連携
れんけい

を図
はか

る協議
きょうぎ

の場
ば

を設
もう

け、総合的
そうごうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 
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(三
さん

) 地域
ちいき

でのレスパイト機能
きのう

の確保
かくほ

 

        身近
みぢか

な地域
ちいき

で家族
かぞく

のレスパイト機能
きのう

を確保
かくほ

できるよう、医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

の開設
かいせつ

を

促
うなが

すとともに、受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

(四
よん

) 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

 

        相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

など､
、

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

に係
かか

る関連
かんれん

分野
ぶんや

を調整
ちょうせい

するコーディネー

ターを確保
かくほ

し、研修
けんしゅう

実施
じっし

等
とう

により質
しつ

の確保
かくほ

及
およ

びその向上
こうじょう

を図
はか

りながら、相談
そうだん

支援
しえん

提供
ていきょう

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

ります。 

 

③ 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

に対
たい

する支援
しえん

 

年中児
ねんちゅうじ

スクリーニング（５歳
さい

児
じ

健
けん

診
しん

）を引
ひ

き続
つづ

き市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

しながら実施
じっし

するととも

に、発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の初診
しょしん

待機
たいき

期間
きかん

が長期化
ちょうきか

している状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の強化
きょうか

や支援
しえん

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。 

 

④ 難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する体制
たいせい

の構築
こうちく

 

難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する体制
たいせい

の確保
かくほ

を進
すす

めるとともに、新生児
しんせいじ

聴覚
ちょうかく

ス

クリーニング検査
けんさ

から療育
りょういく

につなげる体制
たいせい

整備
せいび

のための協
きょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

や療育
りょういく

を遅滞
ちたい

な

く実施
じっし

するための体制
たいせい

整備
せいび

、難聴児
なんちょうじ

及
およ

びその家族
かぞく

への切
き

れ目
め

のない支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

⑤ 子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
しえん

新制度
しんせいど

における障害児
しょうがいじ

の利用
りよう

について 

 

(一
いち

) 障害
しょうがい

のある児童
じどう

の利用
りよう

ニーズの目標
もくひょう

設定
せってい

 

保育所
ほいくしょ

や認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

、子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
しえん

事業
じぎょう

における障害
しょうがい

のある児童
じどう

の

利用
りよう

ニーズについて、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず児童
じどう

が共
とも

に成長
せいちょう

できるよう、地域
ちいき

社会
しゃかい

へのインクルージョンを推進
すいしん

します。 
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(二
に

) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せいび

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
しえん

事業
じぎょう

を円滑
えんかつ

に利用
りよう

できるよう、看護師
か ん ご し

の配置
はいち

や、

たん吸引
きゅういん

を行
おこな

うことのできる保育士
ほ い く し

の養成
ようせい

などを推進
すいしん

します。 

 

   ⑥ 保育
ほいく

、保健
ほけん

医療
いりょう

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
しえん

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

した支援
しえん

 

     障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の体制
たいせい

整備
せいび

にあたり、保育所
ほいくしょ

や認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

の子
こ

育
そだ

て支援
しえん

施策
せさく

との

連携
れんけい

を図
はか

ると共
とも

に、障害
しょうがい

のある児童
じどう

の支援
しえん

並
なら

びに健全
けんぜん

な育成
いくせい

を進
すす

めるため、子
こ

育
そだ

て支援
しえん

や

医療
いりょう

担当
たんとう

部署
ぶしょ

との連携
れんけい

体制
たいせい

を確保
かくほ

します。また、卒業
そつぎょう

時
じ

及
およ

び就 業
しゅうぎょう

時
じ

において、支援
しえん

の

円滑
えんかつ

な引
ひき

継
つ

ぎのため、支援
しえん

ファイル・移行
いこう

支援
しえん

シート等
とう

を活用
かつよう

し、学校
がっこう

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サー

ビス事業所
じぎょうしょ

が連携
れんけい

を図
はか

るとともに、教育
きょういく

委員会
いいんかい

等
とう

との連携
れんけい

体制
たいせい

を確保
かくほ

します。 

 

(11) 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、身近
みぢか

な地域
ちいき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができるよう、発達
はったつ

障害
しょうがい

の早期
そうき

 

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

支援
しえん

を進
すす

めるとともに、医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

、京都府
きょうとふ

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センターはばたきを核
かく

とした相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

など、ライフステージを通
つう

じた支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

① 乳幼児期
にゅうようじき

における早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

支援
しえん

実施
じっし

 

年中児
ねんちゅうじ

スクリーニング（５歳
さい

児
じ

健
けん

診
しん

）及
およ

び事後
じ ご

支援
しえん

について、引
ひ

き続
つづ

き市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し

ながら実施
じっし

するとともに（(10)障害
しょうがい

のある児童
じどう

の支援
しえん

③再掲
さいけい

）、市町村
しちょうそん

におけるペアレント

トレーニング、ソーシャルスキルトレーニング等
とう

事後
じ ご

支援
しえん

に取
と

り組
く

まれるよう、専門
せんもん

職
しょく

養成
ようせい

等
とう

の人材
じんざい

育成
いくせい

に取
と

り組
く

みます。 

 

②  医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

府立
ふりつ

の専門
せんもん

医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

において、初診
しょしん

待機
たいき

期間
きかん

が長期化
ちょうきか

している状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、専門
せんもん
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医療
いりょう

機関
きかん

の医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

するとともに、地域
ちいき

で発達
はったつ

障害
しょうがい

の診察
しんさつ

に一定
いってい

対応
たいおう

可能
かのう

な医師
い し

の確
かく

保
ほ

に向
む

けた研修
けんしゅう

や、かかりつけ医
い

等
とう

の発達
はったつ

障害
しょうがい

への対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

に向
む

けた

研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じ、府
ふ

全
ぜん

域
いき

での重層的
じゅうそうてき

な医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の確立
かくりつ

を図
はか

ります。 

 

③ 相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センターはばたき、圏域
けんいき

支援
しえん

センター及
およ

び地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

にお

ける、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

及
およ

びその家族
かぞく

等
とう

への相談
そうだん

支援
しえん

を継続
けいぞく

するとともに、府内
ふない

３拠点
きょてん

に

整備
せいび

した相談
そうだん

支援
しえん

拠点
きょてん

において、学齢期
がくれいき

を中心
ちゅうしん

とした発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

への相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

④ 関係
かんけい

機関
きかん

相互
そうご

のネットワーク形成
けいせい

及
およ

び普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

「京都府
きょうとふ

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」等
とう

において、本府
ほんぷ

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

の議論
ぎろん

と発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

支援
しえん

に係
かか

る関係
かんけい

機関
きかん

のネットワーク形成
けいせい

を推進
すいしん

すると

ともに、関係
かんけい

団体
だんたい

と共同
きょうどう

した普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

し、４月
がつ

２日
にち

の「世界
せかい

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デ

ー」を始
はじ

めとした発達
はったつ

障害
しょうがい

の理解
りかい

促進
そくしん

に努
つと

めます。 
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３ 圏域
けんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

での課題
かだい

整理
せいり

等
とう

 

市町村
しちょうそん

、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

、相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業者
ぎょうしゃ

、保健
ほけん

・医療
いりょう

、教育
きょういく

、

企業
きぎょう

などの関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

で構成
こうせい

する各圏域
かくけんいき

の障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

において、以下
い か

のような

現状
げんじょう

分析
ぶんせき

・課題
かだい

整理
せいり

がなされました。 

 

(1) 丹後圏域
たんごけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

は、府内
ふない

でも高齢化率
こうれいかりつ

が高
たか

く、介護者
かいごしゃ

のみならず障害
しょうがい

のある人
ひと

自身
じしん

の高齢化
こうれいか

に

よりサービス継続
けいぞく

が困難
こんなん

な状 況
じょうきょう

となっています。また、交通
こうつう

不便
ふべん

による移動
いどう

手段
しゅだん

確保
かくほ

や

介護
かいご

保険
ほけん

サービスとの連携
れんけい

等
とう

が大
おお

きな課題
かだい

となっています。このため、「共生型
きょうせいがた

」社会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

や、介護
かいご

保険
ほけん

事業所
じぎょうしょ

との一層
いっそう

の連携
れんけい

が求
もと

められています。 

一方
いっぽう

、職員
しょくいん

の退職
たいしょく

や専門
せんもん

職種
しょくしゅ

の確保
かくほ

の困難
こんなん

等
とう

、慢性的
まんせいてき

な福祉
ふくし

人材
じんざい

不足
ぶそく

により、

各事業所
かくじぎょうしょ

は人員
じんいん

配置
はいち

に苦労
くろう

している現状
げんじょう

があり、福祉
ふくし

サービスの縮 小
しゅくしょう

を余
よ

儀
ぎ

なくされ

る事業
じぎょう

も出
で

てきています。さらには、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスから介護
かいご

保険
ほけん

への移行
いこう

を伴
ともな

う

利用者
りようしゃ

や両制度
りょうせいど

を併用
へいよう

するケースが増
ふ

え、多様化
た よ う か

するニーズに的確
てきかく

に対応
たいおう

できる質
しつ

の高
たか

い

人材
じんざい

を安定的
あんていてき

に確保
かくほ

していくことが、喫緊
きっきん

の課題
かだい

となっています。また、人材
じんざい

育成
いくせい

の面
めん

で

は、研修会
けんしゅうかい

が都心部
と し ん ぶ

で多
おお

く、北部
ほくぶ

での受講
じゅこう

機会
きかい

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

早期
そうき

対応
たいおう

が重要
じゅうよう

な精神
せいしん

障害
しょうがい

への支援
しえん

では、精神科
せいしんか

外来
がいらい

の数
かず

は増加
ぞうか

しているものの、

精神科
せいしんか

往診
おうしん

ができる医療
いりょう

機関
きかん

がなく、入院
にゅういん

に関
かん

しても近隣圏域
きんりんけんいき

の医療
いりょう

機関
きかん

の利用
りよう

となっ

ています。そのため、重症化
じゅうしょうか

してから医療
いりょう

につながるケースが多
おお

く、遠方
えんぽう

での治療
ちりょう

は

金銭面
きんせんめん

や介護
かいご

等
とう

の面
めん

から大
おお

きな負担
ふたん

となっています。そのため、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で安心
あんしん

・

安全
あんぜん

に生活
せいかつ

できる仕
し

組
く

みづくりや、家族
かぞく

支援
しえん

も含
ふく

む「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

が急務
きゅうむ

であり、そのことは、長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

促進
そくしん

にとっ
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ても必要
ひつよう

です。 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

においては、各市町
かくしちょう

の協
きょう

議会
ぎかい

で支援
しえん

ファイルを含
ふく

め、関係
かんけい

機関
きかん

の

連携
れんけい

による支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っておりますが、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターが全市町
ぜんしちょう

には設置
せっち

され

ておらず、課題
かだい

となっています。また、切
き

れ目
め

のない支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に向
む

けて今後
こんご

、教育
きょういく

分野
ぶんや

との連携
れんけい

を深
ふか

めていくことが必要
ひつよう

です。 

医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする重度
じゅうど

の障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

については、平成
へいせい

30年度
ねんど

に

「医療的
いりょうてき

ケアに関
かん

するアンケート調査
ちょうさ

」を実施
じっし

したところ、ケアラー支援
しえん

と災害
さいがい

時
じ

対応
たいおう

が

課題
かだい

となっています。ケアラーの精神的
せいしんてき

、肉体的
にくたいてき

負担
ふたん

が大
おお

きい移動
いどう

支援
しえん

や、既存
きそん

のサービ

スの縮 小
しゅくしょう

に伴
ともな

い対応
たいおう

できなくなっているサービスに関
かん

する新
あら

たな仕
し

組
く

みづくり、災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

の福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

等
とう

の整備
せいび

等
とう

の課題
かだい

が明確
めいかく

になりました。また、この圏域
けんいき

に３箇
か

所
しょ

で

医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

が整備
せいび

されましたが、空
くう

床
しょう

利用型
りようがた

であるため緊急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

等
とう

、一層
いっそう

の充実
じゅうじつ

が求
もと

められています。 

相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

については、ニーズの多様化
た よ う か

により、緊急
きんきゅう

対応
たいおう

等
とう

も含
ふく

めた処遇
しょぐう

困難
こんなん

ケー

スが多
おお

くなっており、より専門的
せんもんてき

な展開
てんかい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
けんり

擁護
ようご

等
とう

を進
すす

めていく必要
ひつよう

はあるものの、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

についての協議
きょうぎ

が進
すす

んでおらず、行政
ぎょうせい

や

各事業所
かくじぎょうしょ

が協
きょう

力
りょく

し合
あ

い、何
なん

とか対応
たいおう

している現状
げんじょう

にあります。総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

である基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

について、引
ひ

き続
つづ

き論議
ろんぎ

していく必要
ひつよう

があります。 

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

をスムーズに行
おこな

うための、グループホーム等
とう

の入居
にゅうきょ

系
けい

施設
しせつ

などのハード

面
めん

の整備
せいび

について課題
かだい

を抱
かか

えていますが、民間
みんかん

アパートの活用
かつよう

等
とう

地域
ちいき

の新
あら

たな社会
しゃかい

資源
しげん

の

掘
ほ

り起
お

こし（住
す

む場
ば

の確保
かくほ

）等
とう

が重要
じゅうよう

であり、関係
かんけい

機関
きかん

との一層
いっそう

の連携
れんけい

が求
もと

められます。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

における発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

への支援
しえん

については、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

と同様
どうよう

、児童
じどう
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発達
はったつ

支援
しえん

センターの未設置
み せ っ ち

、支援
しえん

ファイルの有効的
ゆうこうてき

な活用
かつよう

等
とう

の課題
かだい

を抱
かか

えています。 

また、専門
せんもん

の医療
いりょう

機関
きかん

や関係
かんけい

機関
きかん

が少
すく

なく、発達
はったつ

特性
とくせい

のある子
こ

どもが適切
てきせつ

な時期
じ き

に必要
ひつよう

な専門的
せんもんてき

支援
しえん

が受
う

けられる機会
きかい

の拡充
かくじゅう

と、保育所
ほいくしょ

や学校
がっこう

生活
せいかつ

等
とう

で集団
しゅうだん

の場
ば

での支援
しえん

スキ

ルと専門的
せんもんてき

助言
じょげん

を受
う

けられる仕
し

組
く

みづくりや、関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

によるシステムの構築
こうちく

が求
もと

められています。 

日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス等
とう

余暇
よ か

支援
しえん

について、ニーズが増
ふ

え拡充
かくじゅう

が求
もと

め

られていますが、受入
うけいれ

事業所
じぎょうしょ

が増
ふ

えない中
なか

、近年
きんねん

、発達
はったつ

障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

等
とう

により１対
たい

１の

支援
しえん

が増
ふ

えており対応
たいおう

する人材
じんざい

の確保
かくほ

が必要
ひつよう

となっています。 

また、この圏域
けんいき

では、発達
はったつ

障害
しょうがい

等
とう

を抱
かか

えた子
こ

どもが一般
いっぱん

高等
こうとう

学校
がっこう

に進学
しんがく

・在籍
ざいせき

する

割合
わりあい

が他圏域
たけんいき

より多
おお

く、学習
がくしゅう

継続
けいぞく

や進路
しんろ

等
とう

の対応
たいおう

に苦慮
くりょ

し、結果
けっか

として不登校
ふとうこう

、休学
きゅうがく

、

退学
たいがく

となる生徒
せいと

がでてきている現状
げんじょう

があります。その対策
たいさく

として、高等
こうとう

学校
がっこう

と福祉
ふくし

等
とう

関係
かんけい

機関
きかん

の懇談会
こんだんかい

を実施
じっし

し、切
き

れ目
め

のない支援
しえん

ができる体制
たいせい

の構築
こうちく

が課題
かだい

となっています。 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に関
かん

しては、高度
こうど

医療
いりょう

の発達
はったつ

により、医療的
いりょうてき

ケアを抱
かか

えた未就学児
みしゅうがくじ

が圏域
けんいき

には 5名
めい

おり、今後
こんご

ますます、医療
いりょう

・保健
ほけん

・教育
きょういく

・福祉
ふくし

分野
ぶんや

と連携
れんけい

が必要
ひつよう

な現状
げんじょう

にあり

ます。圏域
けんいき

の「圏域
けんいき

在宅
ざいたく

療養児
りょうようじ

支援
しえん

体制
たいせい

検討会
けんとうかい

」と連携
れんけい

を図
はか

り、安心
あんしん

・安全
あんぜん

に子
こ

育
そだ

てで

きる環境
かんきょう

を整備
せいび

していくことが重要
じゅうよう

です。 

一方
いっぽう

、教育面
きょういくめん

では、重度
じゅうど

・医療
いりょう

ケアが必要
ひつよう

な障害
しょうがい

のある児童
じどう

の一般校
いっぱんこう

への入学
にゅうがく

受入
うけいれ

等
とう

も進
すす

んでいますが、専門
せんもん

教育
きょういく

としての特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

利用
りよう

にあっては、特
とく

に重度
じゅうど

の医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な児童
じどう

に関
かん

しては、スクールバスでの通学
つうがく

が困難
こんなん

なため、家族
かぞく

による送迎
そうげい

とな

り、精神的
せいしんてき

・肉体的
にくたいてき

な負担
ふたん

になっています。ケアラーの負担
ふたん

を軽減
けいげん

するため、通学
つうがく

支援
しえん

の仕
し

組
く

みづくりを整備
せいび

し、安心
あんしん

、安全
あんぜん

に在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が送
おく

れるよう社会
しゃかい

資源
しげん

の充実
じゅうじつ

が求
もと

められて

います。 

 

(2) 中丹圏域
ちゅうたんけんいき
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① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

では、病院
びょういん

・施設
しせつ

からの地域
ちいき

移行
いこう

や保護者
ほ ご し ゃ

の高齢化
こうれいか

等
とう

により、生活
せいかつ

の場
ば

となる

住居
じゅうきょ

の確保
かくほ

が大
おお

きな課題
かだい

となっています。グループホームの整備
せいび

を進
すす

めている一方
いっぽう

で、特
とく

に民間
みんかん

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

等
とう

は困難
こんなん

な場合
ばあい

があり、障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する、地域
ちいき

住民
じゅうみん

等
とう

の

理解
りかい

の促進
そくしん

や普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

など地域
ちいき

で支
ささ

える力
ちから

を育
はぐく

む取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して地域
ちいき

で暮
く

らしていくためには、保健
ほけん

、

医療
いりょう

、福祉
ふくし

、教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

して支援
しえん

していくことが重要
じゅうよう

です。さらに、災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

には地域
ちいき

住民
じゅうみん

による支援
しえん

も必要
ひつよう

であり、日頃
ひごろ

からの関
かん

係
けい

づくりが求
もと

められます。 

次
つぎ

に、障害
しょうがい

のある人
ひと

が就労
しゅうろう

を継続
けいぞく

するには、就労後
しゅうろうご

のサポートが大切
たいせつ

であり、仕事
しごと

の

ことだけでなく、生活面
せいかつめん

や金銭面
きんせんめん

についても関係
かんけい

機関
きかん

による一体的
いったいてき

な支援
しえん

体
たい

制
せい

づくりが

必要
ひつよう

です。さらに、企業側
きぎょうがわ

も障害者
しょうがいしゃ

の特性
とくせい

等
とう

を理解
りかい

したうえで、その特性
とくせい

に応
おう

じて能力
のうりょく

が発揮
はっき

できる就 業
しゅうぎょう

の場
ば

を上
う

手
ま

くマッチングし、職場
しょくば

定着
ていちゃく

につなげることが必要
ひつよう

です。 

福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

では、工賃
こうちん

向上
こうじょう

のため製品
せいひん

の付加
ふ か

価値
か ち

を高
たか

め、独自
どくじ

の商品
しょうひん

開発
かいはつ

や販路
はんろ

拡大
かくだい

が求
もと

められています。 

また、発達
はったつ

障害
しょうがい

や高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

については、当事者
とうじしゃ

が生活
せいかつ

訓練
くんれん

、コミ

ュニケーションスキルを学
まな

べる場所
ばしょ

が求
もと

められており、各支援
かくしえん

機関
きかん

同士
どうし

が機関
きかん

の特徴
とくちょう

や

体制
たいせい

を明確
めいかく

にし当事者
とうじしゃ

・家族
かぞく

に周知
しゅうち

していくとともに、障害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

を広
ひろ

く進
すす

め

るための普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

が必要
ひつよう

です。 

そのため、各
かく

ケースを通
とお

して地域
ちいき

課題
かだい

やニーズを抽 出
ちゅうしゅつ

ができる相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の一般
いっぱん

相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

や、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の増員
ぞういん

、相談
そうだん

支援
しえん

の質
しつ

の向上
こうじょう

など、体制
たいせい

の強化
きょうか

が必要
ひつよう

となっており、研修
けんしゅう

機会
きかい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るためにも、容易
ようい

に研修
けんしゅう

の参加
さんか

が可能
かのう

な近隣
きんりん

地域
ちいき

での開催
かいさい

が望
のぞ

まれています。 
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③  障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

では、障害
しょうがい

のある児童
じどう

に対
たい

する地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

するため、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

、

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

や保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

事業
じぎょう

等
とう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

等
とう

に通級
つうきゅう

している子
こ

どもたちの放課後
ほ う か ご

児童
じどう

クラブなど、

受入先
うけいれさき

を拡充
かくじゅう

する必要
ひつよう

があります。 

また、医療的
いりょうてき

ケアについては、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

装着児
そうちゃくじ

の短期
たんき

入所
にゅうしょ

利用
りよう

が福祉型
ふくしがた

施設
しせつ

では受
うけ

入
い

れができず、医療型
いりょうがた

施設
しせつ

は数
かず

が少
すく

なく、遠方
えんぽう

移動
いどう

となったり、受入
うけいれ

準備
じゅんび

と信頼
しんらい

関
かん

係
けい

づくり

等
とう

、本人
ほんにん

・家族
かぞく

の身体的
しんたいてき

、経済的
けいざいてき

負担
ふたん

となっており、短期
たんき

入所
にゅうしょ

の利用
りよう

促進
そくしん

が進
すす

まない現状
げんじょう

に課題
かだい

があります。 

発達
はったつ

障害
しょうがい

については、検診
けんしん

等
とう

の場
ば

を活用
かつよう

して早期
そうき

に発見
はっけん

し、就学前
しゅうがくまえ

からの早期
そうき

支援
しえん

が

最
もっと

も大切
たいせつ

ですが、専門医
せんもんい

が不足
ふそく

していることや、ニーズのある子
こ

どもが増
ふ

えていることも

あり、初診
しょしん

や療育
りょういく

開始
かいし

までに時間
じかん

がかかっています。 

また、早期
そうき

発見
はっけん

された幼児
ようじ

や保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

への、指導
しどう

助言
じょげん

等
とう

を担
にな

う支援者
しえんしゃ

のスキルアップを図
はか

ることも重要
じゅうよう

と考
かんが

えます。 

 

(3) 南丹圏域
なんたんけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

における障害
しょうがい

福祉
ふくし

の推進
すいしん

については、南丹圏域
なんたんけんいき

障害児者
しょうがいじしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

ネットワー

ク「ほっとネット」内
ない

に相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

支援
しえん

部会
ぶかい

、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

部会
ぶかい

を設置
せっち

し、

ライフサイクルと多様
たよう

なニーズに応
おう

じたネットワークの構築
こうちく

を図
はか

っているところであり、

今年度
こんねんど

には医療的
いりょうてき

ケア部会
ぶかい

も設置
せっち

する。また、専門
せんもん

部会
ぶかい

に相当
そうとう

する場
ば

として、南丹
なんたん

管内
かんない

地域
ちいき

特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

総合
そうごう

推進
すいしん

事業
じぎょう

運営協
うんえいきょう

議会
ぎかい

、京都
きょうと

ほっとはあとセンター南丹
なんたん

ブロックが

設置
せっち

され、併
あわ

せて南丹圏域
なんたんけんいき

の地域
ちいき

課題
かだい

を協議
きょうぎ

し、対応
たいおう

策
さく

を検討
けんとう

・実施
じっし

しているところです。
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今後
こんご

とも、全体
ぜんたい

会議
かいぎ

、運営
うんえい

委員会
いいんかい

の開催
かいさい

と併
あわ

せて充実
じゅうじつ

した活動
かつどう

が重要
じゅうよう

となっています。 

また、この圏域
けんいき

には入院
にゅういん

できる精神科
せいしんか

病院
びょういん

がないため、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

については他
ほか

の圏域
けんいき

とは異
こと

なり、特
とく

に地域
ちいき

生活
せいかつ

維持
い じ

の対策
たいさく

が求
もと

められています。

そのため、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

事業
じぎょう

をベースとして、

この圏域
けんいき

独自
どくじ

の、「誰
だれ

もが暮
く

らしやすい地域
ちいき

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

に向
む

けた新
あら

たなシステム

開発
かいはつ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

に優
やさ

しい地
ち

域
いき

づくりの創造
そうぞう

が重要
じゅうよう

な課題
かだい

となっています。 

また、障害
しょうがい

福祉
ふくし

事業
じぎょう

においては、特定
とくてい

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業
じぎょう

に偏
かたよ

らないように、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業
じぎょう

の適正
てきせい

なバランス設置
せっち

が望
のぞ

ま

れています。さらには、適切
てきせつ

な事業所
じぎょうしょ

運営
うんえい

を図
はか

るための人材
じんざい

確保
かくほ

・育成
いくせい

、職場
しょくば

環境
かんきょう

の整備
せいび

等
とう

も大
おお

きな課題
かだい

となっています。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

は都市部
と し ぶ

から山
さん

間部
かんぶ

まで幅
はば

広
ひろ

い地域
ちいき

で構成
こうせい

されているため、社会
しゃかい

資源
しげん

が不足
ふそく

し

ている地域
ちいき

が見
み

られます。障害
しょうがい

のある児童
じどう

への支援
しえん

体制
たいせい

を進め
すすめ

、支援
しえん

を必要
ひつよう

とする人
ひと

に

必要
ひつよう

な福祉
ふくし

サービスを十分
じゅうぶん

に提供
ていきょう

するため、身近
みぢか

な地域
ちいき

で障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを受
う

けられ

る体制
たいせい

整備
せいび

が求
もと

められています。 

また近年
きんねん

、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

等
とう

の療育
りょういく

を目的
もくてき

として放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

を

中心
ちゅうしん

として取
と

り組
く

んでいるところですが、療育
りょういく

の向上
こうじょう

に向
む

けた事業所
じぎょうしょ

職員
しょくいん

の資質
ししつ

向上
こうじょう

も課題
かだい

となっています。 

さらに、ライフサイクルを通
とお

しての支援
しえん

を考
かんが

えると、生活
せいかつ

環境
かんきょう

に変化
へんか

がある就学前
しゅうがくまえ

か

ら就学
しゅうがく

、小学校
しょうがっこう

から中学校
ちゅうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

から高等
こうとう

学校
がっこう

への切
き

れ目
め

のない繋
つな

ぎ支援
しえん

が課題
かだい

と

なっています。 

 

(4) 京都市
きょうとし

サブ圏
けん

域
いき
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① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

では、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

から地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の取組
とりくみ

や、退院
たいいん

可能
かのう

な精神
せいしん

障害
しょうがい

のあ

る人
ひと

の精神科
せいしんか

病院
びょういん

からの退院
たいいん

等
とう

を促進
そくしん

する取組
とりくみ

と併
あわ

せて、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるサービスの

充実
じゅうじつ

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。それと同時
どうじ

に障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

につながる生活
せいかつ

の場
ば

や

地域
ちいき

で活動
かつどう

できる場
ば

の充実
じゅうじつ

、さらには、ニーズに応
おう

じたきめ細
こま

やかな相談
そうだん

支援
しえん

を提供
ていきょう

す

るための体制
たいせい

強化
きょうか

が必要
ひつよう

となっています。 

そして、障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

での暮
く

らしを支
ささ

える基盤
きばん

整備
せいび

である地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

に

求
もと

められる５つの機能
きのう

（①相談
そうだん

、②緊急
きんきゅう

時
じ

の受
うけ

入
い

れ・対応
たいおう

、③体験
たいけん

の機会
きかい

・場
ば

、④専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
かくほ

・養成
ようせい

、⑤地域
ちいき

の体
たい

制
せい

づくり）については、地域
ちいき

における複数
ふくすう

の機関
きかん

が分担
ぶんたん

し

て機能
きのう

を担
にな

う「面的
めんてき

整備型
せいびがた

」で整備
せいび

を行
おこな

いましたが、引
ひ

き続
つづ

き、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

の機能
きのう

強化
きょうか

を進
すす

めていきます。 

また、訪問
ほうもん

系
けい

サービスにおいては、担
にな

い手
て

不足
ぶそく

からヘルパー数
すう

の更
さら

なる確保
かくほ

が必要
ひつよう

とな

っていること、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスにおいても、生活
せいかつ

介護
かいご

や短期
たんき

入所
にゅうしょ

の需要
じゅよう

が今後
こんご

も

継続
けいぞく

して伸
の

びの上 昇
じょうしょう

が見
み

込
こ

まれていることから、福祉的
ふくしてき

人材
じんざい

の確保
かくほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

に向
む

けた

取組
とりくみ

が必要
ひつよう

となっています。 

居住
きょじゅう

系
けい

サービスにおいては、地域
ちいき

移行
いこう

を今後
こんご

も進
すす

めていくことを考慮
こうりょ

すると、これまで

以上
いじょう

にグループホームの充実
じゅうじつ

を図
はか

っていく必要
ひつよう

がありますが、報酬
ほうしゅう

水準
すいじゅん

の向上
こうじょう

の課題
かだい

や、地域
ちいき

における理解
りかい

促進
そくしん

等
とう

に課題
かだい

があります。 

就労
しゅうろう

支援
しえん

については、引
ひ

き続
つづ

き、労働
ろうどう

、福祉
ふくし

、教育
きょういく

など各分野
かくぶんや

の関係
かんけい

機関
きかん

が協働
きょうどう

し

て雇用
こよう

促進
そくしん

・就労
しゅうろう

支援
しえん

に取
と

り組
く

むとともに、就職後
しゅうしょくご

も継続的
けいぞくてき

かつ安定的
あんていてき

に働
はたら

き続
つづ

けら

れるよう、職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

にも取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があります。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい
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障害
しょうがい

のある児童
じどう

に関
かん

しては、発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

認知
にんち

の広
ひろ

がりにより、これまで

障害
しょうがい

があると思
おも

われていなかった人
ひと

やことばの遅
おく

れ等
とう

を心配
しんぱい

する保護者
ほ ご し ゃ

からの相談
そうだん

が増
ふ

えてきており、身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

ける体
たい

制
せい

づくりが求
もと

められています。 

また、発達
はったつ

の遅
おく

れや特性
とくせい

に対
たい

する早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

を行
おこな

うために、健
けん

診
しん

、検査
けんさ

、療育
りょういく

、

診断
しんだん

等
とう

それぞれの役割
やくわり

を担
にな

う関係
かんけい

機関
きかん

のさらなる連携
れんけい

が必要
ひつよう

です。 

学齢期前
がくれいきまえ

の児童
じどう

に関
かん

しては、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の設置数
せっちすう

は増
ふ

えてきているものの、

設置
せっち

地域
ちいき

に偏在
へんざい

があることから、利用
りよう

する支援
しえん

の必要
ひつよう

な児童
じどう

が、身近
みぢか

な地域
ちいき

で療育
りょういく

を受
う

け

ることができるよう、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の設置
せっち

を促進
そくしん

する必要
ひつよう

があります。 

学齢期
がくれいき

の児童
じどう

に関
かん

しては、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの事業所数
じぎょうしょすう

が増加
ぞうか

し続
つづ

けているところ

ですが、これに伴
ともな

ってサービスの質
しつ

の課題
かだい

が生
しょう

じています。また、学齢期
がくれいき

の障害
しょうがい

のある

児童
じどう

のニーズの多様化
た よ う か

に伴
ともな

い、一人
ひとり

ひとりの地域
ちいき

での育
そだ

ちをどのように支援
しえん

していくかに

ついて検討
けんとう

が必要
ひつよう

となっています。 

 

(5) 乙訓
おとくに

サブ圏
けん

域
いき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

では、障害
しょうがい

のある人
ひと

の入所
にゅうしょ

施設
しせつ

はあるものの、府
ふ

全域
ぜんいき

の人口比
じんこうひ

から考
かんが

える

と、施設数
しせつすう

（定員
ていいん

）は少
すく

なく、またその入所
にゅうしょ

施設
しせつ

については、知的
ちてき

障害
しょうがい

に対応
たいおう

できる施設
しせつ

にはなっていません。このように、この圏域
けんいき

では、住居
じゅうきょ

系
けい

施設
しせつ

というハードが不足
ふそく

してお

り、地域
ちいき

移行
いこう

を今後
こんご

も進
すす

めていくことを考慮
こうりょ

すると、グループホーム等
とう

の地域
ちいき

生活
せいかつ

の整備
せいび

や

充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

であり、サービスは増加
ぞうか

してきているものの十分
じゅうぶん

ではないことから、障害
しょうがい

が

ある人
ひと

の在宅
ざいたく

での生活
せいかつ

をいかに支援
しえん

していくかが求
もと

められています。 

また、強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

や、医療的
いりょうてき

ケアを要
よう

する障害
しょうがい

がある人
ひと

を地域
ちいき

で支
ささ

えるために、

人材
じんざい

育成
いくせい

などの基盤
きばん

整備
せいび

はもちろんのことながら、事
じ

業者間
ぎょうしゃかん

でのスムーズな連携
れんけい

や相談
そうだん
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体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

、緊急
きんきゅう

時
じ

の受
うけ

入
い

れ等
とう

の機能
きのう

の他
ほか

、高齢化
こうれいか

する家族
かぞく

のため、利用
りよう

のしやすい短期
たんき

入所
にゅうしょ

の確保
かくほ

といった機能
きのう

を持
も

つ地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

が求
もと

められているところです。 

他
ほか

には、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の卒業生
そつぎょうせい

について、卒業後
そつぎょうご

、年
とし

によっては違
ちが

いがありますが、

一般的
いっぱんてき

には、生活
せいかつ

介護
かいご

を希望
きぼう

される傾向
けいこう

があるため、計画的
けいかくてき

に地域
ちいき

における受入
うけいれ

体制
たいせい

を

整備
せいび

していくことが必要
ひつよう

となっています。このような中
なか

で、就労
しゅうろう

や各種
かくしゅ

訓練
くんれん

についても、

関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

して切
き

れ目
め

のない支援
しえん

をしていくことが求
もと

められています。 

そして、この圏
けん

域内
いきない

には、精神科
せいしんか

病院
びょういん

が２カ
か

所
しょ

ありますが、長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の退院
たいいん

促進
そくしん

に向
む

けて精神
せいしん

障害
しょうがい

がある人
ひと

の生活
せいかつ

や、それぞれの状態
じょうたい

に応
おう

じた就労
しゅうろう

への適切
てきせつ

な支援
しえん

や、

生活
せいかつ

の場
ば

の確保
かくほ

が必要
ひつよう

となっています。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

では、障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

がない中
なか

、通所
つうしょ

支援
しえん

施設
しせつ

については、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスに関
かん

しては、毎年
まいとし

事業所数
じぎょうしょすう

が増
ふ

えるなど充実
じゅうじつ

してきていると

ころです。 

しかしながら、この圏
けん

域内
いきない

においては児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターがなく、保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

も

数
かず

少
すく

ない状 況
じょうきょう

であり、また、重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

対応
たいおう

の児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイ

サービスも同様
どうよう

に数
かず

少
すく

ない状 況
じょうきょう

となっており、今後
こんご

これらの事業所
じぎょうしょ

を整備
せいび

・充実
じゅうじつ

させ

ることが必要
ひつよう

となっているところです。また、障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

についても、同様
どうよう

に人員
じんいん

の確保
かくほ

等
とう

、体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が求
もと

められています。 

 

(6) 山
やま

城北圏域
しろきたけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

は、全市域
ぜんしいき

で自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

（以下
い か

「協
きょう

議会
ぎかい

」という。）が設置
せっち

され、また町域
ちょういき

でも順次
じゅんじ

、設置
せっち

が進
すす

んでいます。今後
こんご

、それぞれ異
こと

なる背景
はいけい

や課題
かだい

のある市町
しちょう

協議会
きょうぎかい

と
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圏域協
けんいききょう

議会
ぎかい

とが相互
そうご

に連携
れんけい

、役割
やくわり

分担
ぶんたん

をしながら、地域
ちいき

の様々
さまざま

な福祉
ふくし

課題
かだい

の抽 出
ちゅうしゅつ

、対応
たいおう

の検討
けんとう

を進
すす

めていくことが必要
ひつよう

です。 

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

、入院
にゅういん

の地域
ちいき

資源
しげん

としては、療養
りょうよう

介護
かいご

を実施
じっし

している南
みなみ

京都
きょうと

病院
びょういん

の他
ほか

、

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

の事業所
じぎょうしょ

が１２箇
か

所
しょ

、精神科
せいしんか

病院
びょういん

が３箇
か

所
しょ

あります。入所者
にゅうしょしゃ

・家族
かぞく

の

高齢化
こうれいか

が進
すす

む中
なか

、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

から高齢者
こうれいしゃ

施設
しせつ

への移行
いこう

も受入
うけいれ

施設
しせつ

が少
すく

なく進
すす

みづらい

状 況
じょうきょう

があります。また、重度
じゅうど

の知的
ちてき

障害
しょうがい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支援
しえん

でき

るグループホーム等
とう

地域
ちいき

資源
しげん

に限
かぎ

りがあるため、施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

、長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

みづらく、入所
にゅうしょ

・入院
にゅういん

の長期化
ちょうきか

が課題
かだい

となっています。一方
いっぽう

、施設
しせつ

入所
にゅうしょ

を必要
ひつよう

と

する重度
じゅうど

障害
しょうがい

の待機者
たいきしゃ

は毎年一
まいとしいっ

定数
ていすう

増
ふ

え続
つづ

けているため、日中
にっちゅう

サービス支援型
しえんがた

指定
してい

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

事業
じぎょう

等
とう

により地域
ちいき

での生活
せいかつ

支援
しえん

を促進
そくしん

していく必要
ひつよう

があります。 

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な方
かた

や重度
じゅうど

心身
しんしん

障害
しょうがい

の方
かた

の緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

として、福祉型
ふくしがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

やレスパイト入院
にゅういん

の活用
かつよう

等
とう

が考
かんが

えられますが、看護師
か ん ご し

や支援員
しえんいん

をはじめとする

人材
じんざい

確保
かくほ

は深刻
しんこく

な課題
かだい

となっています。また、人材
じんざい

確保
かくほ

と併
あわ

せて専門的
せんもんてき

、計画的
けいかくてき

な研修
けんしゅう

の

実施
じっし

等
とう

、人材
じんざい

育成
いくせい

も必要
ひつよう

です。 

支援
しえん

学校
がっこう

保護者
ほ ご し ゃ

に生徒
せいと

の卒業後
そつぎょうご

の進路
しんろ

を早期
そうき

から検討
けんとう

いただくため、圏域協
けんいききょう

議会
ぎかい

では

毎年
まいとし

「圏域
けんいき

福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

説明会
せつめいかい

」を開催
かいさい

していますが、事業所
じぎょうしょ

の送迎
そうげい

範囲
はんい

や障害
しょうがい

特性
とくせい

（医療的
いりょうてき

ケア等
とう

）により受入
うけいれ

体制
たいせい

等
とう

が整
ととの

わないことから希望
きぼう

する事業所
じぎょうしょ

が見
み

つからない

ケースがあるのが現状
げんじょう

です。 

このような課題
かだい

を踏
ふ

まえて、重度
じゅうど

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の高齢化
こうれいか

、親
おや

亡
な

き後
あと

の支援
しえん

等
とう

に対応
たいおう

し、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で、安心
あんしん

・安全
あんぜん

な生活
せいかつ

を支
ささ

える地
ちいき

域づくりを進
すす

めていくため、個々
こ こ

のニーズや実態
じったい

に応
おう

じたサービスを整備
せいび

するとともに、「地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

」（一部
いちぶ

の市部
し ぶ

では拠点
きょてん

を整
せい

備
び

済
ず

み。）の整備
せいび

が求
もと

められています。 

また、圏域協
けんいききょう

議会
ぎかい

就労
しゅうろう

部会
ぶかい

では、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に取
と

り組
く

む企業
きぎょう

を増
ふ

やし、障害
しょうがい

のあ
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る人
ひと

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

を進
すす

めています。一般
いっぱん

就労後
しゅうろうご

の就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

の強化
きょうか

、手帳
てちょう

を

取得
しゅとく

していない知的
ちてき

障害
しょうがい

や発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

も課題
かだい

となっています。 

精神
せいしん

障害
しょうがい

の方
かた

が、地域
ちいき

で早期
そうき

の社会
しゃかい

復帰
ふっき

、自立
じりつ

を目
め

指
ざ

すとともに安心
あんしん

・安全
あんぜん

な生活
せいかつ

が

継続
けいぞく

できるよう「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

が求
もと

められてい

ます。 圏域協
けんいききょう

議会
ぎかい

精神
せいしん

部会
ぶかい

をシステム構築
こうちく

のための「保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

」として位
い

置
ち

付
づ

け、市町
しちょう

や関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

しながら、課題
かだい

について検討
けんとう

を進
すす

めてい

きます。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

圏域
けんいき

では、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

を支援
しえん

するため、「在宅
ざいたく

療養児
りょうようじ

・者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

ネット

ワーク会議
かいぎ

」を設置
せっち

し事例
じれい

検討
けんとう

や多職種
たしょくしゅ

連携
れんけい

、顔
かお

の見
み

える関
かん

係
けい

づくりを推進
すいしん

してきました。

関連
かんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

を調整
ちょうせい

する「医療的
いりょうてき

ケアコーディネーター」は、実際
じっさい

のケース対応
たいおう

に当
あ

た

っての「役割
やくわり

の明確化
めいかくか

」が課題
かだい

となっています。 

また、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

や重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

への支援
しえん

として、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、家族
かぞく

のレスパイト機能
きのう

を確保
かくほ

する短期
たんき

入所
にゅうしょ

、レスパイト入院
にゅういん

が可能
かのう

な医療
いりょう

施設
しせつ

等
とう

の受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せいび

が更
さら

に必要
ひつよう

です。 

発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

への支援
しえん

では、南部
なんぶ

地域
ちいき

の「発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

拠点
きょてん

」である京都
きょうと

府立
ふりつ

こども発達
はったつ

支援
しえん

センターを含
ふく

めて３つの児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
しえん

センターが設置
せっち

されています。

学齢児
がくれいじ

への支援
しえん

を担
にな

う放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうじょ

の新規
しんき

開設
かいせつ

が増加
ぞうか

している中
なか

、

各事業所
かくじぎょうしょ

における障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

や療育
りょういく

の質
しつ

の担保
たんぽ

に向
む

けた更
さら

なる取
とり

組
く

みが必要
ひつよう

です。 

圏域協
けんいききょう

議会
ぎかい

発達
はったつ

部会
ぶかい

では、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

が、ライフステージが変
か

わっても一貫
いっかん

した支援
しえん

が受
う

けられるよう教育
きょういく

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

機関
きかん

による課題
かだい

共有
きょうゆう

の場
ば

づくりや研修会
けんしゅうかい

を

開催
かいさい

しています。また、診断
しんだん

に至
いた

らない時点
じてん

での早期
そうき

支援
しえん

も重要
じゅうよう

であることから、保育士
ほ い く し
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の支
し

援
えん

者
しゃ

向
む

け研修
けんしゅう

を開催
かいさい

し、対応力
たいおうりょく

強化
きょうか

を図
はか

っています。 

 

(7) 山
やま

城南圏域
しろみなみけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

この圏域
けんいき

では、相楽
さがら

地域
ちいき

の東部
とうぶ

と西部
せいぶ

で特徴
とくちょう

が大
おお

きく異
こと

なり、少子
しょうし

高齢化
こうれいか

が進
すす

む東部
とうぶ

地域
ちいき

に比
くら

べ、京阪奈
けいはんな

学研
がっけん

都市
と し

のある西部
せいぶ

地域
ちいき

では人口
じんこう

増加
ぞうか

が顕著
けんちょ

で、若
わか

い世代
せだい

の転入
てんにゅう

も多
おお

く見
み

られます。それに伴
ともな

い障害
しょうがい

のある人
ひと

も増加
ぞうか

し、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

からの卒業生
そつぎょうせい

の新
あら

た

な福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

も見
み

込
こ

まれるため、居宅
きょたく

系
けい

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

ともにサービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の計画的
けいかくてき

な整備
せいび

が必要
ひつよう

です。特
とく

に重度
じゅうど

の障害
しょうがい

がある人
ひと

に対応
たいおう

する生活
せいかつ

介護
かいご

などの介護
かいご

系
けい

サービスへのニーズも高
たか

まっています。 

また、施設
しせつ

から地域
ちいき

への移行
いこう

が推進
すいしん

される一方
いっぽう

、親
おや

世代
せだい

の高齢化
こうれいか

が深刻化
しんこくか

し、親
おや

亡
な

き後
あと

の

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

となっており、グループホーム等
とう

の受
う

け皿
ざら

の整備
せいび

に対
たい

する要望
ようぼう

が圏
けん

域内
いきない

でも高
たか

まっています。また、同時
どうじ

に地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

の整備
せいび

も求
もと

められていますが、

これについては、面的
めんてき

な整備
せいび

が現実的
げんじつてき

であると考
かんが

えられます。 

就労
しゅうろう

支援
しえん

については、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

が求
もと

められているところで

す。障害
しょうがい

のある人
ひと

が自立
じりつ

し、社会
しゃかい

参加
さんか

ができる共
きょう

生
せい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

するため、就労
しゅうろう

の場
ば

の

確保
かくほ

は重要
じゅうよう

であり、この圏域
けんいき

における自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

では、学研
がっけん

都
と

市内
しない

の企業
きぎょう

等
とう

と連携
れんけい

し

て障害
しょうがい

のある人
ひと

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ向
む

けた見
けん

学会
がくかい

・研修会
けんしゅうかい

等
とう

を開催
かいさい

しています。福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

についても、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

において施設外
しせつがい

就労
しゅうろう

の委託先
いたくさき

や下
した

請
う

け受注
じゅちゅう

等
とう

の

開発
かいはつ

に努
つと

め、販路
はんろ

開拓
かいたく

、農
のう

福
ふく

連携
れんけい

などについても取
と

り組
く

んでいるところです。 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

についても、精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

が

求
もと

められていますが、この圏
けん

域内
いきない

には、精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

、思春期
ししゅんき

外来
がいらい

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

等
とう

対応
たいおう

の専門
せんもん

機関
きかん

や社会
しゃかい

資源
しげん

等
とう

がない状 況
じょうきょう

であり、限
かぎ

られた資源
しげん

の中
なか

、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の
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自立
じりつ

した生活
せいかつ

を地域
ちいき

全体
ぜんたい

で支
ささ

える体制
たいせい

整備
せいび

が課題
かだい

となっています。 

このような現状
げんじょう

やニーズが高
たか

まっているものの社会
しゃかい

資源
しげん

が不足
ふそく

しており、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サ

ービス事
じ

業者
ぎょうしゃ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

や一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を含
ふく

む就労
しゅうろう

の場
ば

の確保
かくほ

を図
はか

るなど、計画的
けいかくてき

な

整備
せいび

をこの圏域
けんいき

においても図
はか

っていくことが必要
ひつよう

ですが、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

や精神
せいしん

病 床
びょうしょう

、専門
せんもん

機関
きかん

の整備
せいび

については現実的
げんじつてき

に厳
きび

しく、今後
こんご

も、他圏域
たけんいき

の専門
せんもん

機関
きかん

や社会
しゃかい

資源
しげん

との連携
れんけい

強化
きょうか

を進
すす

めつつ、この圏
けん

域内
いきない

においては福祉
ふくし

と医療
いりょう

、教育
きょういく

等
とう

他
た

分野
ぶんや

とのさらなる連携
れんけい

強化
きょうか

が必要
ひつよう

です。そこで、この圏域
けんいき

の自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

や市町村
しちょうそん

の自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

を中核
ちゅうかく

として、支援
しえん

ネットワークの構築
こうちく

・強化
きょうか

を推進
すいしん

していきたいと考
かんが

えます。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

障害
しょうがい

のある児童
じどう

を取
と

り巻
ま

く福祉
ふくし

サービスについては、就学前
しゅうがくまえ

の療育
りょういく

、就学後
しゅうがくご

の放課後
ほ う か ご

支援
しえん

のニーズが高
たか

まっていますが、特
とく

に発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

に対
たい

する支援
しえん

については、圏
けん

域内
いきない

に児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターがない状態
じょうたい

を解消
かいしょう

し、整備
せいび

することが急務
きゅうむ

です。また、圏域
けんいき

の自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の発達
はったつ

支援
しえん

部会
ぶかい

及
およ

び発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

等
とう

支援
しえん

体制
たいせい

検討
けんとう

会議
かいぎ

等
とう

において、

医療
いりょう

・保健
ほけん

・教育
きょういく

・福祉
ふくし

等
とう

の連携
れんけい

及
およ

び支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

、ペアレント・トレーニングやテ

ィーチャートレーニング、支援
しえん

ファイルの普及
ふきゅう

推進
すいしん

等
とう

に取
と

り組
く

んでいますが、引
ひ

き続
つづ

き、

ライフステージを通
つう

じた切
き

れ目
め

のない支援
しえん

提供
ていきょう

に一層
いっそう

努
つと

めるとともに、圏
けん

域内
いきない

の今後
こんご

の

施策
せさく

推進
すいしん

の全体像
ぜんたいぞう

（ビジョン）を策定
さくてい

し、支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

また、重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

を支援
しえん

する児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス

事業所
じぎょうじょ

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対応
たいおう

できる事業所
じぎょうしょ

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

、レスパイト入院先
にゅういんさき

等
とう

が不足
ふそく

し

ていることから、圏域
けんいき

の自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

に医療的
いりょうてき

ケア部会
ぶかい

を立
た

ち上
あ

げ、医療
いりょう

、教育
きょういく

を含
ふく

む

他
た

分野
ぶんや

との連携
れんけい

を深
ふか

めた協議
きょうぎ

の場
ば

を設置
せっち

したところです。今後
こんご

、更
さら

なる支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を進
すす

めていきたいと考
かんが

えます。  
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(8) 課題
かだい

のまとめ 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

のまとめ 

各圏域
かくけんいき

の課題
かだい

をまとめると次
つぎ

のような項目
こうもく

に取
と

りまとめることができます。 

 

 

 

 

項
こう

 目
もく

 課
か

 題
だい

 

高齢化
こうれいか

・過疎化
か そ か

 

・交通
こうつう

不便
ふべん

による移動
いどう

手段
しゅだん

確保
かくほ

 

・高齢化
こうれいか

する障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

・親
おや

世代
せだい

の高齢化
こうれいか

、親
おや

亡
な

き後
あと

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

地域
ちいき

移行
いこう

や生活
せいかつ

支援
しえん

を支
ささ

える各種
かくしゅ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サー

ビスの基盤
きばん

の整備
せいび

 

・住居
じゅうきょ

系
けい

施設
し せ つ

（グループホーム等
とう

）ハード整備
せ い び

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

・精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシス

テムの構築
こうちく

 

・事業所
じぎょうしょ

の基盤
き ば ん

整備
せ い び

、連携
れんけい

、相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

・緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せ い び

・充実
じゅうじつ

 

就労
しゅうろう

支援
しえん

・工賃
こうちん

向上
こうじょう

 

・障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する企業
きぎょう

の理解
り か い

促進
そくしん

、啓発
けいはつ

 

・就労後
しゅうろうご

の職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

・製品
せいひん

の付加
ふ か

価値
か ち

向上
こうじょう

、商品
しょうひん

開発
かいはつ

、販路
は ん ろ

拡大
かくだい

 

社会
しゃかい

への啓発
けいはつ

 ・共生
きょうせい

社会
しゃかい

への地域
ち い き

の理解
り か い

促進
そくしん

・普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

人材
じんざい

の確保
かくほ

・育成
いくせい

 

・職員
しょくいん

の人材
じんざい

確保
か く ほ

や育成
いくせい

、研修
けんしゅう

機会
き か い

充実
じゅうじつ

 

・職場
しょくば

環境
かんきょう

づくり 

災害
さいがい

時
じ

対応
たいおう

 

・福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

等
とう

の整備
せいび

 

・地域
ちいき

住民
じゅうみん

による支援
しえん
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② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

のまとめ 

各圏域
かくけんいき

の課題
かだい

をまとめると次
つぎ

のような項目
こうもく

に取
と

りまとめることができます。 

 

項
こう

 目
もく

 課
か

 題
だい

 

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

・発達
はったつ

障害
しょうがい

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

ができる体制
たいせい

の整備
せいび

や

関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

 

・発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する相談
そうだん

支援
しえん

体
たい

制
せい

づくり 

・支援
しえん

ファイルの有効的
ゆうこうてき

な活用
かつよう

 

・児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターの整備
せいび

 

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の環境
かんきょう

整備
せいび

（医療
いりょう

、保健
ほけん

、教育
きょういく

、福祉
ふくし

分野
ぶんや

の連携
れんけい

） 

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の拡充
かくじゅう

 

・児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

、日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

、保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

の充実
じゅうじつ

 

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

対応
たいおう

事業所
じぎょうしょ

、レスパイト入院先
にゅういんさき

不足
ぶそく

 

就学期
しゅうがくき

における支援
しえん

 

・放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

の拡充
かくじゅう

・質
しつ

の向上
こうじょう

 

・卒業後
そつぎょうご

の就労
しゅうろう

支援
しえん

 

・小 中 高
しょうちゅうこう

での切
き

れ目
め

のない支援
しえん

 

・特別
とくべつ

支援
しえん

学級通級児
がっきゅうつうきゅうじ

の放課後
ほ う か ご

児童
じどう

クラブ等
とう

受入先
うけいれさき

の

拡
かく

充
じゅう

 

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の通学
つうがく

支援
しえん

の整備
せいび
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 ４ 圏域
けんいき

の課題
かだい

等
とう

を受
う

けての施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

 

   各圏域
かくけんいき

の課題
かだい

整理
せいり

等
とう

を踏
ふ

まえた施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

を次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

  

    (1) 高齢化
こうれいか

・過疎化
か そ か

について 

ますます高齢化
こうれいか

がすすむ障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

体制
たいせい

について、高齢
こうれい

担当
たんとう

部局
ぶきょく

との連携
れんけい

を

行
おこな

いつつ、地域
ちいき

の受
う

け入
い

れ等
とう

、確実
かくじつ

な支援
しえん

を行
おこな

えるよう取
と

り組
く

むとともに、親
おや

世代
せだい

の高齢化
こうれいか

、

いわゆる「親
おや

亡
な

き後
あと

」の障害
しょうがい

のある人
ひと

の支援
しえん

について、権利
けんり

擁護
ようご

をはじめとした各種
かくしゅ

サービ

スの充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 

    (2) 地域
ちいき

移行
いこう

や生活
せいかつ

支援
しえん

を支
ささ

える各種
かくしゅ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの基盤
きばん

の整備
せいび

について 

地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるためには、住居
じゅうきょ

系
けい

施設
しせつ

（グループホーム等
とう

）といったハード整備
せいび

等
とう

が

重要
じゅうよう

となってくることから、誘致
ゆうち

や呼
よ

びかけを積極的
せっきょくてき

に行
おこな

い、基盤
きばん

の拡充
かくじゅう

が行
おこな

えるよう

に取
と

り組
く

みます。 

また、障害
しょうがい

のある人
ひと

の日々
ひ び

の課題
かだい

に対応
たいおう

できる相談
そうだん

支援
しえん

の強化
きょうか

に努
つと

めます。 

併
あわ

せて、緊急
きんきゅう

時
じ

にスムーズに受
う

け入
い

れることのできる体制
たいせい

の整備
せいび

として、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の取組
とりくみ

も進
すす

めていきます。 

 

    (3) 就労
しゅうろう

支援
しえん

・工賃
こうちん

向上
こうじょう

について 

今後
こんご

ますます、障害
しょうがい

のある人
ひと

の就労
しゅうろう

について適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

や理解
りかい

が求
もと

められることから、引
ひ

き続
つづ

き、府内
ふない

の企業
きぎょう

に対
たい

し、障害者
しょうがいしゃ

理解
りかい

を呼
よ

びかけていきます。 

また、農
のう

福
ふく

連携
れんけい

の取組
とりくみ

をとおし、就労
しゅうろう

機会
きかい

の拡充
かくじゅう

や、工賃
こうちん

向上
こうじょう

といった様々
さまざま

な施策
せさく

を

展開
てんかい

していきます。 

 

    (4) 社会
しゃかい

への啓発
けいはつ

について 

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ちいき

の担
にな

い手
て

となり地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせる共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん
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するためには、障害
しょうがい

特性
とくせい

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

についての理解
りかい

促進
そくしん

が重要
じゅうよう

であり、引
ひ

き続
つづ

き

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

みます。 

 

    (5) 人材
じんざい

の確保
かくほ

・育成
いくせい

について 

人材
じんざい

育成
いくせい

の要
かなめ

となる研修
けんしゅう

の回数
かいすう

の増加
ぞうか

や府
ふ

北部
ほくぶ

での開催
かいさい

機会
きかい

の検討
けんとう

など、研修
けんしゅう

機会
きかい

の

確保
かくほ

を行
おこな

うとともに、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

人材
じんざい

育成
いくせい

部会
ぶかい

も活用
かつよう

した圏域
けんいき

毎
ごと

の人材
じんざい

育成
いくせい

の取組
とりくみ

を

進
すす

めていきます。 

 

    (6) 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

について 

療育
りょういく

施設
しせつ

や保育所
ほいくしょ

の整備
せいび

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の拡充
かくじゅう

など、ニーズに応
おう

じたサービス体制
たいせい

の

拡充
かくじゅう

をはかるとともに、医療的
いりょうてき

ケアの必要
ひつよう

な児童
じどう

に対
たい

して、早期
そうき

の対応
たいおう

ができる支援
しえん

体制
たいせい

の

構築
こうちく

や関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

がとれるよう取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

 

    (7) 就学期
しゅうがくき

における支援
しえん

について 

就学前
しゅうがくまえ

から高等
こうとう

学校
がっこう

卒業
そつぎょう

までの期間
きかん

を通
つう

じて、切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を行
おこな

えるよう、課題
かだい

共有
きょうゆう

や関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

できる体制
たいせい

整備
せいび

に取
と

り組
く

みます。 
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第
だい

３章
しょう

 各年度
かくねんど

の障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及
およ

び障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

の必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 

令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

までの各年度
かくねんど

における障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及
およ

び障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

の必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

について、次
つぎ

のとおり設定
せってい

することとし、市町村
しちょうそん

や関係
かんけい

施設
しせつ

及
およ

び事業所
じぎょうしょ

と連携
れんけい

を図
はか

りつつ、

地域
ちいき

の実情
じつじょう

・ニーズに応
おう

じた整備
せいび

を進
すす

めていきます。 

 

 

 １ 障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

 

 障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

について、次
つぎ

のとおり必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を設定
せってい

することとします。 

 

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 2,365人分
にんぶん

 2,353人分
にんぶん

 2,338人分
にんぶん

 

 

 

 ２ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

 

   障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

について、次
つぎ

のとおり必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を設定
せってい

することとします。 

 

 令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 

必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 125人分
にんぶん

 125人分
にんぶん

 125人分
にんぶん
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第
だい

４章
しょう

 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の実施
じっし

 

 １ 専門性
せんもんせい

の高い
たかい

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

 

  ○ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センターはばたき及
およ

び発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん

センター（府内
ふない

６箇
か

所
しょ

）にお

いて、発達
はったつ

障害
しょうがい

に係
かかわ

る相談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

います。また市町村
しちょうそん

、保育所
ほいくしょ

、学校
がっこう

、福祉
ふくし

施設
しせつ

、就労
しゅうろう

関係
かんけい

施設
しせつ

等
とう

に対
たい

して、指導
しどう

・助言
じょげん

を行
おこな

うとともに、発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する府民
ふみん

への理解
りかい

促進
そくしん

の

ための普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

います。 

 

○ 高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

し、京都府
きょうとふ

総合
そうごう

リハビリテーション連携
れんけい

指針
ししん

に基
もと

づき、支援
しえん

拠点
きょてん

における相談
そうだん

支援
しえん

を継続
けいぞく

して実施
じっし

するとともに、自立
じりつ

した生活
せいかつ

と社会
しゃかい

参画
さんかく

を目標
もくひょう

とし

たリハビリテーション支援
しえん

等
とう

が提供
ていきょう

できるよう市町村
しちょうそん

や医療
いりょう

機関
きかん

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

への研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

やパンフレットの配布
はいふ

等
とう

、普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

に努
つと

めます。また、支援
しえん

機関
きかん

相互
そうご

の連携
れんけい

会議
かいぎ

の開催
かいさい

や就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター等
とう

の活用
かつよう

など、地域
ちいき

に

おける高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

への地域
ちいき

リハビリテーション支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

 ２ 意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

を行
おこな

う者
もの

の養成
ようせい

・派遣
はけん

等
とう

事業
じぎょう

 

   聴覚
ちょうかく

や視覚
しかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

の意思
い し

疎通
そつう

を支援
しえん

し、社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

、

要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

、盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

、代筆
だいひつ

・代読
だいどく

支援者
しえんしゃ

及
およ

び失
しつ

語
ご

症
しょう

者
しゃ

向
む

け意思
い し

疎通
そつう

支援者
しえんしゃ

の養成
ようせい

を積極的
せっきょくてき

に進
すす

めるとともに、派遣
はけん

事業
じぎょう

も推進
すいしん

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

保障
ほしょう

により資
し

するよう、取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。 

 

３ 広域的
こういきてき

な支援
しえん

事業
じぎょう

 

  ○ 各障害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

し、就労
しゅうろう

支援
しえん

や医療的
いりょうてき

ケア、精神
せいしん

障害
しょうがい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

などの各専門
かくせんもん

部会
ぶかい

を置
お

いて、ゼネラルケアマネージャーを中心
ちゅうしん

とする

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

とのネットワークを構築
こうちく

し、困難
こんなん

事例
じれい

等
とう

への広域的
こういきてき

な対応
たいおう

を図
はか

ります。 
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  ○ 「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」を設置
せっち

するとともに、市町村
しちょうそん

を越
こ

えた広域
こういき

調整
ちょうせい

を担
にな

う

組織
そしき

として各障害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に「圏域
けんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」を設置
せっち

し、府
ふ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の進行
しんこう

管理
かんり

及
およ

び府
ふ

全体
ぜんたい

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に向
む

けて取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

 

４ サービス・相談
そうだん

支援者
しえんしゃ

・指導者
しどうしゃ

育成
いくせい

事業
じぎょう

 

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスや相談
そうだん

支援
しえん

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービス等
とう

の提供
ていきょう

を行
おこな

う方
かた

やサ

ービス等
とう

提供者
ていきょうしゃ

に対
たい

して必要
ひつよう

な指導
しどう

を行
おこな

う指導者
しどうしゃ

を育成
いくせい

、サービス等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

りま

す。 

具体的
ぐたいてき

には、障害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

認定
にんてい

に携
たずさ

わる方
かた

、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

、サービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

、居宅
きょたく

介護
かいご

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

等
とう

、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

・知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

、音声
おんせい

機能
きのう

障害者
しょうがいしゃ

発声
はっせい

訓練
くんれん

指導者
しどうしゃ

等
とう

の育成
いくせい

について、地域
ちいき

の実情
じつじょう

などを勘案
かんあん

しながら取
と

り組
く

みます。 

 

５ 任意
にんい

事業
じぎょう

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

等
とう

 

１～４に掲
かか

げた事業
じぎょう

に加
くわ

えて、府内
ふない

市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

をとりつつ、広域的
こういきてき

な観点
かんてん

から、日常
にちじょう

生活
せいかつ

支援
しえん

に関
かん

する事業
じぎょう

や社会
しゃかい

参加
さんか

を実現
じつげん

する支援
しえん

に関
かん

する事業
じぎょう

、就 業
しゅうぎょう

・就労
しゅうろう

支援
しえん

に関
かん

する事業
じぎょう

等
とう

を実施
じっし

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

した生活
せいかつ

の実現
じつげん

に取
と

り組
く

みます。 
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第
だい

５章
しょう

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の人材
じんざい

確保
かくほ

及
およ

びサービスの質
しつ

の向上
こうじょう

の取組
とりくみ

 

 

 １ 人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、実務
じつむ

経験
けいけん

等
とう

を踏
ふ

まえ、現場
げんば

においてサービ

スが提供
ていきょう

できる人材
じんざい

を養成
ようせい

し、質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るとともに、必要数
ひつようすう

が増加
ぞうか

している福祉的
ふくしてき

人材
じんざい

の確保
かくほ

等
とう

の取組
とりくみ

を一層
いっそう

推進
すいしん

します。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が個々
こ こ

のニーズや実態
じったい

に応
おう

じて、自
みずか

らの選択
せんたく

・決定
けってい

により必要
ひつよう

なサービス

を受
う

けられるよう、質
しつ

の高
たか

い相談支援
そうだんしえん

やサービス等利用計画
とうりようけいかく

の適切
てきせつ

な作成
さくせい

等
とう

ができる相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

や個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

の適切
てきせつ

な作成
さくせい

ができるサービス提供
ていきょう

に係
かか

る責任者
せきにんしゃ

を確保
かくほ

す

るとともに、計画
けいかく

作成
さくせい

のスキルの向上
こうじょう

等
とう

、相談
そうだん

支援
しえん

に携
たずさ

わる者
もの

に必要
ひつよう

な技術
ぎじゅつ

を習得
しゅうとく

で

きるよう養
よう

成
せい

を行
おこな

います。 

また、強度行動障害
きょうどこうどうしょうがい

がある人
ひと

に対
たい

する行動
こうどう

援護
えんご

や高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

するリ

ハビテーション等
とう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

える者
もの

を養成
ようせい

します。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせるために、精神
せいしん

に障害
しょうがい

のある人
ひと

、聴覚
ちょうかく

や視覚
しかく

に

障害
しょうがい

のある人
ひと

、知的
ちてき

障害
しょうがい

のある人
ひと

など障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じたヘルパーやボランティアなどの

人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を図
はか

ります。 

特
とく

に地域
ちいき

の市民
しみん

人材
じんざい

の活用
かつよう

を行
おこな

い、人材
じんざい

確保
かくほ

を図
はか

るとともに、研修
けんしゅう

を充実
じゅうじつ

させ、質
しつ

の

高
たか

い人材
じんざい

の養成
ようせい

に努
つと

めます。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、視覚
しかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

のための同行
どうこう

援護
えんご

従事者
じゅうじしゃ

や

点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

、朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

等
とう

の養成
ようせい

事業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るなど、人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

に努
つと

めます。

また、聞
き

こえのサポーターを養成
ようせい

し、聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

るとともに、

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

等
とう

養成
ようせい

事業
じぎょう

への参加
さんか

を促
うなが

します。 



- 64 - 

 

また、様々
さまざま

な障害
しょうがい

特性
とくせい

により書籍
しょせき

を持
も

つことが困難
こんなん

な方
かた

に対
たい

して、点字
てんじ

や拡大
かくだい

図書
としょ

など

アクセシブルな読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せいび

が進
すす

むよう取組
とりくみ

を進
すす

めてまいります。 

 

○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

するため、支援
しえん

プログラムを習得
しゅうとく

し、個別
こべつ

訪問
ほうもん

によ

り精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

える家族
かぞく

に本人
ほんにん

への対応
たいおう

方法
ほうほう

等
とう

を助言
じょげん

・指導
しどう

できる人材
じんざい

を引
ひ

き

続
つづ

き養成
ようせい

します。 

 

○ 基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターや児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターなどの地域
ちいき

の拠点
きょてん

において指導的
しどうてき

な役割
やくわり

を

担
にな

って活躍
かつやく

できる人材
じんざい

や、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

や発達
はったつ

障害
しょうがい

など、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた専門
せんもん

分野
ぶんや

に

対応
たいおう

できる人材
じんざい

の育成
いくせい

確保
かくほ

に努
つと

めます。 

 

○ 「きょうと福祉
ふくし

人材
じんざい

育成
いくせい

認証
にんしょう

制度
せいど

」により、若者
わかもの

等
とう

の人材
じんざい

育成
いくせい

と定着
ていちゃく

に取
と

り組
く

む事業所
じぎょうしょ

を認証
にんしょう

し、その取組
とりくみ

を支援
しえん

・促進
そくしん

するとともに、先進的
せんしんてき

な取
と

り組
く

みを進
すす

める法人
ほうじん

に対
たい

して

は上位
じょうい

認証
にんしょう

として、さらなる取組
とりくみ

を推奨
すいしょう

します。 

 

○ 府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

における福祉
ふくし

人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

及
およ

び現任
げんにん

職員
しょくいん

の資質
ししつ

向上
こうじょう

等
とう

を図
はか

るために

市町村
しちょうそん

と府
ふ

が連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

して構築
こうちく

した「京都府
きょうとふ

北部
ほくぶ

福祉
ふくし

人材
じんざい

養成
ようせい

システム」を推進
すいしん

し、府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

において福祉
ふくし

人材
じんざい

の確保
かくほ

・定着
ていちゃく

を支
ささ

え、どの地域
ちいき

でも安心
あんしん

して、高水準
こうすいじゅん

のサービ

スが受
う

けられるよう取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

 

○ 研修
けんしゅう

を行
おこな

うことのできる講師
こうし

やファシリテータ等
とう

の人材
じんざい

を確保
かくほ

する体制
たいせい

の構築
こうちく

により、

職員
しょくいん

の質
しつ

の向上
こうじょう

の持続的
じぞくてき

な維持
い じ

に努
つと

めます。 

 

 ２ サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

等
とう

 

  障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、サービスを提供
ていきょう

する職員
しょくいん

への研修
けんしゅう

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の推進
すいしん

、第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

及
およ

び障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の情報
じょうほう

の公表
こうひょう
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制度
せいど

の適切
てきせつ

な実施
じっし

等
とう

に努
つと

めます。 

 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービスを提供
ていきょう

する事
じ

業者
ぎょうしゃ

の指導
しどう

・監督
かんとく

を適切
てきせつ

に行
おこな

うとともに、介護
かいご

職員
しょくいん

による喀痰
かくたん

吸引
きゅういん

等
とう

の医療的
いりょうてき

ケアに関
かん

する研修
けんしゅう

、ヘル

パーの養成
ようせい

研修
けんしゅう

、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を推進
すいしん

する研修
けんしゅう

など、サービス提供
ていきょう

人材
じんざい

の確保
かくほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

○ 福祉
ふくし

サービスに関
かん

する利用者
りようしゃ

等
とう

からの苦情
くじょう

を適切
てきせつ

に解決
かいけつ

するため、事
じ

業者
ぎょうしゃ

における適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の促進
そくしん

を図
はか

るとともに、事
じ

業者
ぎょうしゃ

段階
だんかい

では解決
かいけつ

の困難
こんなん

な苦情
くじょう

については、公正
こうせい

・

中立
ちゅうりつ

な第三者
だいさんしゃ

機関
きかん

である運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

により、福祉
ふくし

サービスに関
かん

する苦情
くじょう

解決
かいけつ

の体制
たいせい

整備
せいび

とその適性
てきせい

な運用
うんよう

を図
はか

ります。 

 

○ 京都
きょうと

介護
かいご

・福祉
ふくし

サービス第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

等
とう

支援
しえん

機構
きこう

によるサービス提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

の第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

を促進
そくしん

し、サービス提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

の組織
そしき

運営
うんえい

及
およ

びサービス提供
ていきょう

内容
ないよう

等
とう

の透明性
とうめいせい

を高
たか

めると

ともに、サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

・改善
かいぜん

の支援
しえん

と、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の情報
じょうほう

の公表
こうひょう

制度
せいど

の

運用
うんよう

を通
つう

じて利用者
りようしゃ

の適切
てきせつ

なサービスの選択
せんたく

を支援
しえん

します。 
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第
だい

６章
しょう

 計画
けいかく

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

の点検
てんけん

及
およ

び評価
ひょうか

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

等
とう

に盛
も

り込
こ

んだ事項
じこう

について、定期的
ていきてき

に調査
ちょうさ

、分析
ぶんせき

を行
おこな

い、各年度
かくねんど

において、

「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

（京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

）」をはじめとした関係
かんけい

機関
きかん

に

対
たい

して、本計画
ほんけいかく

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

等
とう

の報告
ほうこく

を行
おこな

うこととし、サービス基盤
きばん

整備
せいび

の状 況
じょうきょう

等
とう

の点検
てんけん

及
およ

び評価
ひょうか

を行
おこな

います。 

また、これらの状 況
じょうきょう

、京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

、関連
かんれん

施策
せさく

等
とう

の動向
どうこう

を踏
ふ

まえつつ、必要
ひつよう

があ

ると認
みと

めるときは、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

等
とう

を変更
へんこう

すること、その他
た

計画
けいかく

達成
たっせい

のための対策
たいさく

を講
こう

じます。

また、その結果
けっか

について、ホームページ等
とう

に公表
こうひょう

します。 

 

第７章
だい７しょう

 計画
けいかく

の成果
せいか

目標
もくひょう

の設定
せってい

 

サービス等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

に係
かか

る目標
もくひょう

として、国
くに

の指針
ししん

に則
そく

して成果
せいか

目標
もくひょう

を設定
せってい

すると

ともに京都府
きょうとふ

独自
どくじ

の目標
もくひょう

も設定
せってい

します。 

 

 １ 福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

 

   令和元
れいわがん

年度
ねんど

末
まつ

時点
じてん

における福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

のうち、令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

末
まつ

までに、１５０人
にん

以上
いじょう

の方
かた

がグループホーム等
とう

で生活
せいかつ

することを引
ひ

き続
つづ

き目
め

指
ざ

します。 

 

 （参考
さんこう

）令和元
れいわがん

年度
ねんど

末
まつ

の福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

：2,373人
にん

 

 

 ２ 精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 

(1)  障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとの保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

 

圏域
けんいき

ごとに設置
せっち

した保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

の協議
きょうぎ

の場
ば

について市町村
しちょうそん

にも設置
せっち

を促
うなが

すととも

に、市町村
しちょうそん

や市町村
しちょうそん

設置
せっち

の協議
きょうぎ

の場
ば

と連携
れんけい

して、圏域
けんいき

の課題
かだい

等
とう

に取
と

り組
く

みます。 

 

(2)  精神
せいしん

病 床
びょうしょう

から退院
たいいん

後
ご

１年
ねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう
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令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

末
まつ

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

から退院
たいいん

後
ご

一年
いちねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

を、次
つぎ

のと

おり設定
せってい

し、地域
ちいき

移行
いこう

を促進
そくしん

していきます。 

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

から退院
たいいん

後
ご

１年
ねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

：３１６日
にち

以上
いじょう

 

 

(3)  精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじょう

の長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

 

令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

末
まつ

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

を、次
つぎ

のとおり設定
せってい

し、

地域
ちいき

移行
いこう

を促進
そくしん

していきます。 

 

 精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

：２，４４０人
にん

 

 

(4)  精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

における退院率
たいいんりつ

 

精神科
せいしんか

病院
びょういん

への入院者
にゅういんしゃ

について、次
つぎ

のとおり地域
ちいき

生活
せいかつ

へ移行
いこう

することを目
め

指
ざ

します。 

 

①  令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

における入院
にゅういん

後
ご

３箇
か

月
げつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

 ： ６９．１ ％
ぱーせんと

以上
いじょう

 

②  令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

における入院
にゅういん

後
ご

６箇
か

月
げつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

 ： ８８．４ ％
ぱーせんと

以上
いじょう

 

③  令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

における入院
にゅういん

後
ご

１年
ねん

時点
じ て ん

の退院率
たいいんりつ

 ： ９３．１ ％
ぱーせんと

以上
いじょう

 

 

（参考
さんこう

）令和
れいわ

元年
がんねん

６月
がつ

の１箇
か

月
げつ

間
かん

の入院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

：854人
にん

 

 

 ３ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

について、令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

までに圏域
けんいき

または各市町村
かくしちょうそん

の設置
せっち

を目
め

指
ざ

します。 

（参考
さんこう

）令和
れいわ

２年
ねん

４月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点数
きょてんすう

：８拠点
きょてん
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４ 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

  

(1) 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

 

令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

における福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

について、令和元
れいわがん

年度
ねんど

の移行
いこう

実績
じっせき

を上
うわ

回
まわ

る４８０人
にん

以上
いじょう

を目
め

指
ざ

します。 

 

（参考
さんこう

）令和元
れいわがん

年度
ねんど

の移行
いこう

実績
じっせき

：378人
にん

 

 

(2) 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

による支援
しえん

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

においては、令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

における目標
もくひょう

を次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

 

  ① 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者
りようしゃ

：一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に移行
いこう

する者
もの

のうち７割
わり

 

  ② 就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

が８割
わり

以上
いじょう

の就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

：全体
ぜんたい

の７割
わり

以上
いじょう

 

 

５ 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

等
とう

  

(1) 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターの設置
せっち

及
およ

び保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

重層的
じゅうそうてき

な地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に向
む

け、令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

までに圏域
けんいき

または各市町村
かくしちょうそん

に児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターを設置
せっち

することを目
め

指
ざ

し、設置
せっち

を促
うなが

すとともに、保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

について、

府内
ふない

全域
ぜんいき

においてサービス利用
りよう

できるよう、提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

を促
うなが

します。 

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

 

  障害
しょうがい

のある人
ひと

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

や「親
おや

亡
な

き後
あと

」を見
み

据
す

え原則
げんそく

として次
つぎ

のような機能
き の う

を備
そな

えた拠点
きょてん

のことを言
い

います。 

①相談
そうだん

 ②緊急
きんきゅう

時
じ

の受
う

け入
い

れ・対応
たいおう

 ③体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

 ④専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・養成
ようせい

  

⑤地域
ち い き

の体
たい

制
せい

づくり 
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(2) 難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する体制
たいせい

の構築
こうちく

 

難聴児
なんちょうじ

及
およ

びその家族
かぞく

への切
き

れ目
め

のない支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るために、中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する

体制
たいせい

の確保
かくほ

を進
すす

めるとともに、新生児
しんせいじ

聴覚
ちょうかく

スクリーニング検査
けんさ

から療育
りょういく

までを遅滞
ちたい

なく

円滑
えんかつ

に実施
じっし

するための体制
たいせい

を整備
せいび

します。 

 

(3) 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうじょ

の確保
かくほ

 

 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

を支援
しえん

する児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうじょ

につ

いて、令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

までに各市町村
かくしちょうそん

に確保
かくほ

できるよう、事業所
じぎょうしょ

の整備
せいび

を促
うなが

します。 

 

(4) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

のための関係
かんけい

機関
きかん

の協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

 

令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

までに、府域
ふいき

単位
たんい

、圏域
けんいき

単位
たんい

、市町村
しちょうそん

単位
たんい

で、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の支援
しえん

のため、保健
ほけん

、

医療
いりょう

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

、保育
ほいく

、教育等
きょういくとう

の関係機関
かんけいきかん

が連携
れんけい

を図
はか

るための協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

及
およ

び医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

を調整
ちょうせい

するコーディネーターの配置
はいち

を促
うなが

します。 

 

(5) 発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

への支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

のため、年中児
ねんちゅうじ

スクリーニング（５歳
さい

児
じ

健
けん

診
しん

）

及
およ

び事後
じ ご

支援
しえん

（ソーシャルスキルトレーニング（ S S T
えすえすてぃー

）、ペアレントトレーニング、保育所
ほいくしょ

・

幼稚園
ようちえん

の巡回
じゅんかい

支援
しえん

等
とう

）を全市
ぜんし

町村
ちょうそん

で取
と

り組
く

むよう促
うなが

します。 

 

６ 京都府
きょうとふ

の取組
とりくみ

について  

(1) 京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社
しゃ

会
かい

づくり条例
じょうれい

 

の普
ふ

及
きゅう

・啓発
けいはつ

について 

「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社
しゃ

会
かい

づくり

条例
じょうれい

」について、パンフレットや事例集
じれいしゅう

の作成
さくせい

・配布
はいふ

をはじめとした普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

をさ

らに強化
きょうか

し、広
ひろ

く府民
ふみん

に理解
りかい

を促
うなが

します。 
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(2) ヘルプマークの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

について 

「ヘルプマーク」について、広
ひろ

く府民
ふみん

に理解
りかい

を促
うなが

すため、関係
かんけい

行政
ぎょうせい

機関
きかん

・教育
きょういく

機関
きかん

・公共
こうきょう

機関
きかん

等
とう

に呼
よ

びかけ、普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

をさらに強化
きょうか

します。 

 

(3) 京都式農
きょうとしきのう

福
ふく

連携
れんけい

の取組
とりくみ

について 

本府
ほんぷ

において担
にな

い手
て

の減少
げんしょう

が進
すす

む農業
のうぎょう

分野
ぶんや

と、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の働
はたら

く場
ば

の確保
かくほ

を求
もと

め

る福祉
ふくし

分野
ぶんや

の連携
れんけい

を行
おこな

う農
のう

福
ふく

連携
れんけい

に取
と

り組
く

んでおり、農
のう

福
ふく

連携
れんけい

を軸
じく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

をはじ

め地域
ちいき

の多種
たしゅ

多世代
た せ だ い

の人々
ひとびと

が地域
ちいき

の「担
にな

い手
て

」となる地域
ちいき

共生
きょうせい

社
しゃ

会
かい

づくりを推進
すいしん

します。 

 

・令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

までの農
のう

福
ふく

連携
れんけい

事業所
じぎょうしょ

の工賃
こうちん

（賃金
ちんぎん

）支払
しはらい

総額
そうがく

：２億
おく

円
えん

 

 

 

 

 
農
のう

福
ふく

連携
れんけい

キャリアパス制度
せ い ど

 

  障害
しょうがい

のある人
ひと

の農業
のうぎょう

に関
かん

する知識
ち し き

技能
ぎ の う

を認証
にんしょう

という形
かたち

で評価
ひょうか

し、見
み

える化
か

することに

より、本人
ほんにん

の意欲
い よ く

向上
こうじょう

や就労
しゅうろう

につなげる京都府
きょうとふ

独自
ど く じ

の制度
せ い ど

。技能
ぎ の う

に応
おう

じ段階
だんかい

をわけた認証
にんしょう

を実施
じ っ し

する。 

京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社
しゃ

会
かい

づくり条例
じょうれい

 

  ①不
ふ

利
り

益
えき

取
とり

扱
あつか

いの禁止
き ん し

 ②社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

のための合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

 ③相談
そうだん

体制
たいせい

の

設置
せ っ ち

④不利益
ふ り え き

取
とり

扱
あつか

いに関
かん

する助言
じょげん

、あっせん ⑤共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた施策
せ さ く

の推進
すいしん

等
とう

 

を掲
かか

げ、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、全
すべ

ての府民
ふ み ん

が、障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられる

ことなく、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らせる

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目
め

指
ざ

し条例
じょうれい

として施行
せ こ う

しました。 


